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(57)【要約】
　効果的な干渉信号の知識や情報によって、干渉を軽減
すること。セル固有参照信号からの干渉を低減するため
に前記端末装置に用いられる第１の干渉情報と、少なく
とも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するため
に前記端末装置に用いられる第２の干渉情報、下りリン
ク制御チャネルからの干渉を低減するために前記端末装
置に用いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共
有チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に
用いられる第４の干渉情報の１つを、前記端末装置に設
定する上位層を備え、前記第２の干渉情報、前記第３の
干渉情報および前記第４の干渉情報各々は、前記第１の
干渉情報が設定されている場合に設定される基地局装置
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置と通信する基地局装置であって、
　セル固有参照信号からの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第１の干渉情
報、並びに／または、少なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために前
記端末装置に用いられる第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルからの干渉を低減する
ために前記端末装置に用いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共有チャネルから
の干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の１つを、前記端末装
置に設定する上位層を備え、
　前記第１の干渉情報は１つ以上の第１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報は１つ以
上の第２の支援情報を含み、前記第３の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を含み、前
記第４の干渉情報は１つ以上の第４の支援情報を含む基地局装置。
【請求項２】
　前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、および前記第４の干渉情報各々は、前記第
１の干渉情報が設定されている場合に、設定される請求項１に記載の基地局装置。
【請求項３】
　前記第３の干渉情報は、前記第２の干渉情報が設定されている場合に、設定される請求
項１または請求項２に記載の基地局装置。
【請求項４】
　前記第４の干渉情報は、前記第２の干渉情報および前記第３の干渉情報が設定されてい
る場合に、設定される請求項１乃至請求項３に記載の基地局装置。
【請求項５】
　前記第１の支援情報のそれぞれは、前記セル固有参照信号のための第１のセル識別子を
含み、
　前記第２の支援情報のそれぞれは、前記下りリンク共有チャネルのための第２のセル識
別子を含み、
　前記第３の支援情報のそれぞれは、前記下りリンク制御チャネルのための第３のセル識
別子を含み、
　前記第４の支援情報のそれぞれは、前記拡張下りリンク制御チャネルのための第４のセ
ル識別子を含む請求項１に記載の基地局装置。
【請求項６】
　前記第１の支援情報、前記第２の支援情報、前記第３の支援情報および前記第４の支援
情報は、自己の支援情報に含まれるセル識別子と同じ値のセル識別子を含む支援情報に関
連付けられる請求項５に記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記第１の干渉情報は、前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報および前記第４の干
渉情報いずれとも同時に設定されない請求項１に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、および前記第４の干渉情報は、前記第１の
干渉情報の一部を少なくとも含む請求項７に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記第３の干渉情報および前記第４の干渉情報は、前記第１の干渉情報および前記第２
の干渉情報の一部を少なくとも含む請求項８に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記第４の干渉情報は、前記第１の干渉情報、前記第２の干渉情報および前記第３の干
渉情報の一部を少なくとも含む請求項９に記載の基地局装置。
【請求項１１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　セル固有参照信号からの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第１の干渉情
報、並びに／または、少なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために前
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記端末装置に用いられる第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルからの干渉を低減する
ために前記端末装置に用いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共有チャネルから
の干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の１つを、前記基地局
装置から設定される上位層を備え、
　前記第１の干渉情報は１つ以上の第１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報は１つ以
上の第２の支援情報を含み、前記第３の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を含み、前
記第４の干渉情報は１つ以上の第４の支援情報を含む端末装置。
【請求項１２】
　前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、および前記第４の干渉情報各々は、前記第
１の干渉情報が設定されている場合に、設定される請求項１１に記載の端末装置。
【請求項１３】
　前記第１の支援情報のそれぞれは、前記セル固有参照信号のための第１のセル識別子を
含み、
　前記第２の支援情報のそれぞれは、前記下りリンク共有チャネルのための第２のセル識
別子を含み、
　前記第３の支援情報のそれぞれは、前記下りリンク制御チャネルのための第３のセル識
別子を含み、
　前記第４の支援情報のそれぞれは、前記拡張下りリンク制御チャネルのための第４のセ
ル識別子を含む請求項１１に記載の端末装置。
【請求項１４】
　前記第１の支援情報、前記第２の支援情報、前記第３の支援情報および前記第４の支援
情報は、自己の支援情報に含まれるセル識別子と同じ値のセル識別子を含む支援情報に関
連付けられる請求項１３に記載の端末装置。
【請求項１５】
　前記第１の干渉情報は、前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報および前記第４の干
渉情報いずれとも同時に設定されない請求項１１に記載の端末装置。
【請求項１６】
　基地局装置と通信する端末装置に実装される集積回路であって、
　セル固有参照信号からの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第１の干渉情
報、並びに／または、少なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために前
記端末装置に用いられる第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルからの干渉を低減する
ために前記端末装置に用いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共有チャネルから
の干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の１つを、前記基地局
装置から設定される手段を備え、
　前記第１の干渉情報は１つ以上の第１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報は１つ以
上の第２の支援情報を含み、前記第３の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を含み、前
記第４の干渉情報は１つ以上の第４の支援情報を含む集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、端末装置および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）によるＷＣＤＭＡ（登録商標）（
Wideband Code Division Multiple Access）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ
－Ａ（LTE-Advanced）やＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Acces
s）のような通信システムでは、基地局装置（基地局、送信局、送信点、下りリンク送信
装置、上りリンク受信装置、送信アンテナ群、送信アンテナポート群、コンポーネントキ
ャリア、eNodeB）あるいは基地局装置に準じる送信局がカバーするエリアをセル（Cell）
状に複数配置するセルラ構成とすることにより、通信エリアを拡大することができる。こ
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のセルラ構成において、隣接するセルまたはセクタ間で同一周波数を利用することで、周
波数利用効率を向上させることができる。
【０００３】
　しかし、このようなセルラ構成では、セル端（セルエッジ）領域またはセクタ端領域に
いる端末装置（移動局装置、受信局、受信点、上りリンク送信装置、下りリンク受信装置
、移動端末、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、UE: User Equipment）は、他セル
や他セクタを構成する基地局装置の送信信号により干渉を受けるため（セル間干渉、セク
タ間干渉）、周波数利用効率が低くなるという問題がある。
【０００４】
　セル間干渉、セクタ間干渉のための対策として、端末装置の受信能力の高度化（Advanc
ed Receiver）がある。例えば、非特許文献１では、高度な受信機として、ＭＭＳＥ－Ｉ
ＲＣ受信機（Minimum Mean Square Error-Interference Rejection Combining）、干渉キ
ャンセル受信機（Interference cancellation Receiver）、干渉抑圧受信機（Interferen
ce Suppression Receiver）、ＭＬＤ受信機（Maximal Likelihood Detection Receiver）
などが示されている。これにより、セル間干渉等による制限を緩和できるため、周波数利
用効率の改善を図ることができる。
【０００５】
　前記通信システムでは、効率的なデータ伝送を実現するため、空間多重伝送（MIMO: Mu
lti Input Multi Output）が適用される。前記高度な受信機は、空間多重伝送において発
生するストリーム間干渉（レイヤ間干渉、アンテナ間干渉）の抑圧のために用いることで
、周波数利用効率の改善を図ることができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】“Ｓｔｕｄｙ　ｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｓｔｅｄ　Ｉｎｔｅｒ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃａｎｃｅｌｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｓｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｆｏｒ
　ＬＴＥ，”　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　＃５９，ＲＰ－１３０４０
４，２０１３年　３月。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記高度な受信機は、干渉を軽減するために、干渉信号に関する知識や情報（例えば、
復調のためのパラメータ）が必要になる。しかしながら、基地局装置が端末装置に対して
、干渉信号に関する知識や情報を送信することは、シグナリングのオーバーヘッドが増加
するという問題がある。また、基地局装置が端末装置に対して、干渉信号に関する知識や
情報が少なければ、端末装置側で干渉信号に関する情報を推定する必要があり、端末装置
の演算量が増加するという問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、その目的は、効果的な干渉信
号に関する知識や情報によって、干渉を軽減することができる基地局装置、端末装置およ
び集積回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために本発明に係る端末装置および集積回路の構成は、次の通
りである。
【００１０】
　本発明の基地局装置は、端末装置と通信する基地局装置であって、セル固有参照信号か
らの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第１の干渉情報、並びに／または、
少なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に用いられ
る第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に
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用いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するため
に前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の１つを、前記端末装置に設定する上位層を
備え、前記第１の干渉情報は１つ以上の第１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報は１
つ以上の第２の支援情報を含み、前記第３の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を含み
、前記第４の干渉情報は１つ以上の第４の支援情報を含む。
【００１１】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、およ
び前記第４の干渉情報各々は、前記第１の干渉情報が設定されている場合に、設定される
。
【００１２】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第３の干渉情報は、前記第２の干渉情報が設
定されている場合に、設定される。
【００１３】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第４の干渉情報は、前記第２の干渉情報およ
び前記第３の干渉情報が設定されている場合に、設定される。
【００１４】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第１の支援情報のそれぞれは、前記セル固有
参照信号のための第１のセル識別子を含み、前記第２の支援情報のそれぞれは、前記下り
リンク共有チャネルのための第２のセル識別子を含み、前記第３の支援情報のそれぞれは
、前記下りリンク制御チャネルのための第３のセル識別子を含み、前記第４の支援情報の
それぞれは、前記拡張下りリンク制御チャネルのための第４のセル識別子を含む。
【００１５】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第１の支援情報、前記第２の支援情報、前記
第３の支援情報および前記第４の支援情報は、自己の支援情報に含まれるセル識別子と同
じ値のセル識別子を含む支援情報に関連付けられる。
【００１６】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第１の干渉情報は、前記第２の干渉情報、前
記第３の干渉情報および前記第４の干渉情報いずれとも同時に設定されない。
【００１７】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、およ
び前記第４の干渉情報は、前記第１の干渉情報の一部を少なくとも含む。
【００１８】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第３の干渉情報および前記第４の干渉情報は
、前記第１の干渉情報および前記第２の干渉情報の一部を少なくとも含む。
【００１９】
　また、本発明の基地局装置であって、前記第４の干渉情報は、前記第１の干渉情報、前
記第２の干渉情報および前記第３の干渉情報の一部を少なくとも含む。
【００２０】
　本発明の端末装置は、基地局装置と通信する端末装置であって、セル固有参照信号から
の干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第１の干渉情報、並びに／または、少
なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる
第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に用
いられる第３の干渉情報および拡張下りリンク共有チャネルからの干渉を低減するために
前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の１つを、前記基地局装置から設定される上位
層を備え、前記第１の干渉情報は１つ以上の第１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報
は１つ以上の第２の支援情報を含み、前記第３の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を
含み、前記第４の干渉情報は１つ以上の第４の支援情報を含む。
【００２１】
　また、本発明の端末装置であって、前記第２の干渉情報、前記第３の干渉情報、および
前記第４の干渉情報各々は、前記第１の干渉情報が設定されている場合に、設定される。
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【００２２】
　また、本発明の端末装置であって、前記第１の支援情報のそれぞれは、前記セル固有参
照信号のための第１のセル識別子を含み、前記第２の支援情報のそれぞれは、前記下りリ
ンク共有チャネルのための第２のセル識別子を含み、前記第３の支援情報のそれぞれは、
前記下りリンク制御チャネルのための第３のセル識別子を含み、前記第４の支援情報のそ
れぞれは、前記拡張下りリンク制御チャネルのための第４のセル識別子を含む。
【００２３】
　また、本発明の端末装置であって、前記第１の支援情報、前記第２の支援情報、前記第
３の支援情報および前記第４の支援情報は、自己の支援情報に含まれるセル識別子と同じ
値のセル識別子を含む支援情報に関連付けられる。
【００２４】
　また、本発明の端末装置であって、前記第１の干渉情報は、前記第２の干渉情報、前記
第３の干渉情報および前記第４の干渉情報いずれとも同時に設定されない。
【００２５】
　本発明の端末装置に実装される集積回路は、基地局装置と通信する端末装置に実装され
る集積回路であって、セル固有参照信号からの干渉を低減するために前記端末装置に用い
られる第１の干渉情報、並びに／または、少なくとも下りリンク共有チャネルからの干渉
を低減するために前記端末装置に用いられる第２の干渉情報、下りリンク制御チャネルか
らの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第３の干渉情報および拡張下りリン
ク共有チャネルからの干渉を低減するために前記端末装置に用いられる第４の干渉情報の
１つを、前記基地局装置から設定される手段を備え、前記第１の干渉情報は１つ以上の第
１の支援情報を含み、前記第２の干渉情報は１つ以上の第２の支援情報を含み、前記第３
の干渉情報は１つ以上の第３の支援情報を含み、前記第４の干渉情報は１つ以上の第４の
支援情報を含む。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、干渉信号が到来する無線環境において、干渉を効果的に軽減すること
ができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本実施形態に係る通信システムの例を示す図である。
【図２】本実施形態に係る基地局装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る端末装置の構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本実施形態における通信システムは、基地局装置（送信装置、セル、送信点、送信アン
テナ群、送信アンテナポート群、コンポーネントキャリア、eNodeB）および端末装置（端
末、移動端末、受信点、受信端末、受信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、
UE）を備える。
【００２９】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００３０】
　図１は、本実施形態に係る通信システムの例を示す図である。図１に示すように、本実
施形態における通信システムは、基地局装置１Ａ、１Ｂ、端末装置２Ａ、２Ｂ、２Ｃを備
える。また、カバレッジ１－１は、基地局装置１Ａが端末装置と接続可能な範囲（通信エ
リア）である。またカバレッジ１－２は、基地局装置１Ｂが端末装置と接続可能な範囲（
通信エリア）である。以下では、端末装置２Ａ、２Ｂを端末装置２とも記載する。
【００３１】
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　図１において、基地局装置１Ａが端末装置２Ａと端末装置２Ｂとを空間多重する場合や
、端末装置２が基地局装置１Ｂからセル間干渉を受ける場合、端末装置２における受信信
号は、自端末装置（第１の端末装置とも称する）宛の所望信号と、干渉となる端末装置（
第２の端末装置とも称する）宛の信号とが含まれる。具体的には、端末装置２Ａにおける
受信信号は、基地局装置１Ａから送信された自端末装置宛の所望信号と端末装置２Ｂ宛の
信号および基地局装置１Ｂから送信された端末装置２Ｃ宛の信号である干渉信号とが含ま
れる。また、端末装置２Ｂにおける受信信号は、基地局装置１Ａから送信された自端末装
置宛の所望信号と端末装置２Ａ宛の信号および基地局装置１Ｂから送信された端末装置２
Ｃ宛の信号である干渉信号とが含まれる。
【００３２】
　このように、本実施形態では、基地局装置が複数の端末装置を空間多重することによっ
て、端末装置がユーザ間干渉を受ける場合や他の基地局装置からセル間干渉を受ける場合
であれば良く、図１の通信システムに限定されない。また、ユーザ間干渉とセル間干渉は
同時に受ける必要はなく、ユーザ間干渉のみを受ける場合やセル間干渉のみを受ける場合
のどちらも本発明に含まれる。
【００３３】
　図１において、端末装置２から基地局装置１Ａへの上りリンクの無線通信では、以下の
上りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００３４】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。ここで、上りリンク制御情報は、下りリンクデータ（下りリンクトラ
ンスポートブロック、Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（a positive 
acknowledgement）またはＮＡＣＫ（a negative acknowledgement）（ACK/NACK）を含む
。下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィード
バックとも称する。
【００３５】
　また、上りリンク制御情報は、下りリンクに対するチャネル状態情報（Channel State 
Information: CSI）を含む。また、上りリンク制御情報は、上りリンク共用チャネル（Up
link-Shared Channel: UL-SCH）のリソースを要求するために用いられるスケジューリン
グ要求（Scheduling Request: SR）を含む。前記チャネル状態情報は、好適な空間多重数
を指定するランク指標ＲＩ、好適なプレコーダを指定するプレコーディング行列指標ＰＭ
Ｉ、好適な伝送レートを指定するチャネル品質指標ＣＱＩなどが該当する。
【００３６】
　前記チャネル品質指標ＣＱＩは（以下、CQI値）、所定の帯域（詳細は後述）における
好適な変調方式（例えば、QPSK、16QAM、64QAM、256QAMなど）、符号化率（code rate）
とすることができる。ＣＱＩ値は、前記変調方式や符号化率により定められたインデック
ス（CQI Index）とすることができる。前記ＣＱＩ値は、予め当該システムで定めたもの
をすることができる。
【００３７】
　なお、前記ランク指標、前記プレコーディング品質指標は、予めシステムで定めたもの
とすることができる。前記ランク指標や前記プレコーディング行列指標は、空間多重数や
プレコーディング行列情報により定められたインデックスとすることができる。なお、前
記ランク指標、前記プレコーディング行列指標、前記チャネル品質指標ＣＱＩの値をＣＳ
Ｉ値と総称する。
【００３８】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（上りリンクトランスポートブロック、UL-SCH）を送
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信するために用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共に、下りリンクデ
ータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いら
れても良い。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンク制御情報のみを送信するために用いられて
も良い。
【００３９】
　また、ＰＵＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ＲＲＣメッセー
ジは、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層において処理される情報／
信号である。また、ＰＵＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送信するために
用いられる。ここで、ＭＡＣ　ＣＥは、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control
）層において処理（送信）される情報／信号である。
【００４０】
　例えば、パワーヘッドルームは、ＭＡＣ　ＣＥに含まれ、ＰＵＳＣＨを経由して報告さ
れても良い。すなわち、ＭＡＣ　ＣＥのフィールドが、パワーヘッドルームのレベルを示
すために用いられても良い。
【００４１】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。
【００４２】
　また、上りリンクの無線通信では、上りリンク物理信号として上りリンク参照信号（Up
link Reference Signal: UL RS）が用いられる。上りリンク物理信号は、上位層から出力
された情報を送信するためには使用されないが、物理層によって使用される。ここで、上
りリンク参照信号には、ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、ＳＲＳ（Soundin
g Reference Signal）が含まれる。
【００４３】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。例えば、基地局装置１Ａ
は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。ＳＲ
Ｓは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。例えば、基地局装置１Ａは、上
りリンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。
【００４４】
　図１において、基地局装置１Ａから端末装置２への下りリンクの無線通信では、以下の
下りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力され
た情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel: 報知チャネル）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel: 制御フォーマット指示
チャネル）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel: HARQ指
示チャネル）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel: 下りリンク制御チャネル）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel: 拡張下りリンク制御チ
ャネル）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel: 下りリンク共有チャネル）
【００４５】
　ＰＢＣＨは、端末装置２で共通（cell-specific）に用いられるマスターインフォメー
ションブロック（Master Information Block: MIB、Broadcast Channel: BCH）を報知す
るために用いられる。ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（例えば、OF
DMシンボルの数）を指示する情報を送信するために用いられる。
【００４６】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置１Ａが受信した上りリンクデータ（トランスポートブロック
、コードワード）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために用いられる。すなわち、Ｐ
ＨＩＣＨは、上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータ
（HARQフィードバック）を送信するために用いられる。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＨＡ
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ＲＱ－ＡＣＫとも呼称する。端末装置２は、受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫを上位レイヤに通
知する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、正しく受信されたことを示すＡＣＫ、正しく受信しなかっ
たことを示すＮＡＣＫ、対応するデータがなかったことを示すＤＴＸである。また、上り
リンクデータに対するＰＨＩＣＨが存在しない場合、端末装置２はＡＣＫを上位レイヤに
通知する。
【００４７】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、
複数のＤＣＩフォーマットが定義される。すなわち、下りリンク制御情報に対するフィー
ルドがＤＣＩフォーマットに定義され、情報ビットへマップされる。
【００４８】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１つのＰ
ＤＳＣＨ（１つの下りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングに使用
されるＤＣＩフォーマット１Ａが定義される。
【００４９】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て
に関する情報、ＰＤＳＣＨに対するＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）に関する情
報、ＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマンドなどの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、
下りリンクに対するＤＣＩフォーマットを、下りリンクグラント（または、下りリンクア
サインメント）とも称する。
【００５０】
　また、例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１
つのＰＵＳＣＨ（１つの上りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリング
に使用されるＤＣＩフォーマット０が定義される。
【００５１】
　例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＵＳＣＨのリソース割り当て
に関する情報、ＰＵＳＣＨに対するＭＣＳに関する情報、ＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコマ
ンドなど上りリンク制御情報が含まれる。上りリンクに対するＤＣＩフォーマットを、上
りリンクグラント（または、上りリンクアサインメント）とも称する。
【００５２】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、下りリンクのチャネル状態情報（CS
I: Channel State Information。受信品質情報とも称する。）を要求（CSI request）す
るために用いることができる。チャネル状態情報は、好適な空間多重数を指定するランク
指標ＲＩ（Rank Indicator）、好適なプレコーダを指定するプレコーディング行列指標Ｐ
ＭＩ（Precoding Matrix Indicator）、好適な伝送レートを指定するチャネル品質指標Ｃ
ＱＩ（Channel Quality Indicator）などが該当する。
【００５３】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、端末装置が基地局装置にフィードバ
ックするチャネル状態情報報告（CSI feedback report）をマップする上りリンクリソー
スを示す設定のために用いることができる。例えば、チャネル状態情報報告は、定期的に
チャネル状態情報（Periodic CSI）を報告する上りリンクリソースを示す設定のために用
いることができる。チャネル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報を報告するモー
ド設定（CSI report mode）のために用いることができる。
【００５４】
　例えば、チャネル状態情報報告は、不定期なチャネル状態情報（Aperiodic CSI）を報
告する上りリンクリソースを示す設定のために用いることができる。チャネル状態情報報
告は、不定期的にチャネル状態情報を報告するモード設定（CSI report mode）のために
用いることができる。基地局装置１Ａ、基地局装置１Ｂは、前記定期的なチャネル状態情
報報告または前記不定期的なチャネル状態情報報告のいずれかを設定することができる。
また、基地局装置１Ａ、１Ｂは、前記定期的なチャネル状態情報報告および前記不定期的



(10) JP WO2016/021494 A1 2016.2.11

10

20

30

40

50

なチャネル状態情報報告の両方を設定することもできる。
【００５５】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、端末装置が基地局装置にフィードバ
ックするチャネル状態情報報告の種類を示す設定のために用いることができる。チャネル
状態情報報告の種類は、広帯域ＣＳＩ（例えば、Wideband CQI）と狭帯域ＣＳＩ（例えば
、Subband CQI）などがある。
【００５６】
　また、前記上りリンクに対するＤＣＩフォーマットにおいて、前記定期的なチャネル状
態情報報告または前記不定期的なチャネル状態情報報告と前記チャネル状態情報報告の種
類を含めたモード設定のために用いることができる。例えば、不定期的なチャネル状態情
報報告かつ広帯域ＣＳＩを報告するモード、不定期的なチャネル状態情報報告かつ狭帯域
ＣＳＩを報告するモード、不定期的なチャネル状態情報報告かつ広帯域ＣＳＩおよび狭帯
域ＣＳＩを報告するモード、定期的なチャネル状態情報報告かつ広帯域ＣＳＩを報告する
モード、定期的なチャネル状態情報報告かつ狭帯域ＣＳＩを報告するモード、定期的なチ
ャネル状態情報報告かつ広帯域ＣＳＩおよび狭帯域ＣＳＩを報告するモードなどがある。
【００５７】
　端末装置２は、下りリンクアサインメントを用いてＰＤＳＣＨのリソースがスケジュー
ルされた場合、スケジュールされたＰＤＳＣＨで下りリンクデータを受信する。また、端
末装置２は、上りリンクグラントを用いてＰＵＳＣＨのリソースがスケジュールされた場
合、スケジュールされたＰＵＳＣＨで上りリンクデータおよび／または上りリンク制御情
報を送信する。
【００５８】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（下りリンクトランスポートブロック、DL-SCH）を送
信するために用いられる。また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションブロックタ
イプ１メッセージを送信するために用いられる。システムインフォメーションブロックタ
イプ１メッセージは、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。
【００５９】
　また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションメッセージを送信するために用いら
れる。システムインフォメーションメッセージは、システムインフォメーションブロック
タイプ１以外のシステムインフォメーションブロックＸを含む。システムインフォメーシ
ョンメッセージは、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。
【００６０】
　また、ＰＤＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ここで、基地局
装置１Ａから送信されるＲＲＣメッセージは、セル内における複数の端末装置２に対して
共通であっても良い。また、基地局装置１Ａから送信されるＲＲＣメッセージは、ある端
末装置２に対して専用のメッセージ（dedicated signalingとも称する）であっても良い
。すなわち、ユーザ装置スペシフィック（ユーザ装置固有）な情報は、ある端末装置２に
対して専用のメッセージを使用して送信される。また、ＰＤＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥを送
信するために用いられる。
【００６１】
　ここで、ＲＲＣメッセージおよび／またはＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher lay
er signaling）とも称する。
【００６２】
　また、ＰＤＳＣＨは、下りリンクのチャネル状態情報を要求するために用いることがで
きる。また、ＰＤＳＣＨは、端末装置が基地局装置にフィードバックするチャネル状態情
報報告（CSI feedback report）をマップする上りリンクリソースを送信するために用い
ることができる。例えば、チャネル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報（Period
ic CSI）を報告する上りリンクリソースを示す設定のために用いることができる。チャネ
ル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報を報告するモード設定（CSI report mode
）のために用いることができる。
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【００６３】
　下りリンクのチャネル状態情報報告の種類は広帯域ＣＳＩ（例えば、Wideband CSI）と
狭帯域ＣＳＩ（例えば、Subband CSI）がある。広帯域ＣＳＩは、セルのシステム帯域に
対して１つのチャネル状態情報を算出する。狭帯域ＣＳＩは、システム帯域を所定の単位
に区分し、その区分に対して１つのチャネル状態情報を算出する。
【００６４】
　また、下りリンクの無線通信では、下りリンク物理信号として同期信号（Synchronizat
ion signal: SS）、下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）が用いら
れる。下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するためには使用されな
いが、物理層によって使用される。
【００６５】
　同期信号は、端末装置２が、下りリンクの周波数領域および時間領域の同期を取るため
に用いられる。また、下りリンク参照信号は、端末装置２が、下りリンク物理チャネルの
伝搬路補正を行なうために用いられる。例えば、下りリンク参照信号は、端末装置２が、
下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。
【００６６】
　ここで、下りリンク参照信号には、ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal: セル固
有参照信号）、ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal: 端末固有
参照信号）、ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、Ｎ
ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）が
含まれる。
【００６７】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信され、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／Ｐ
ＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ
は、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブフレームおよび帯域で送信され
、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。
【００６８】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。
【００６９】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａによって設定される。例えば、端
末装置２は、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号の測定（チャネルの測定）を行なう。Ｚ
Ｐ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａによって設定される。基地局装置１Ａは
、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。例えば、端末装置２は、ＮＺＰ　ＣＳＩ－
ＲＳが対応するリソースにおいて干渉の測定を行なう。
【００７０】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａが設定する。基地局装置１Ｂは、Ｚ
Ｐ　ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置１Ａは、ＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓを送信しない。基地局装置１Ｂは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、
ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。例えば、あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳＩ
－ＲＳが対応するリソースにおいて、端末装置２Ｃは、干渉を測定することができる。
【００７１】
　ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Network）
　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される。ＭＢＳＦＮ
　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳＦＮ　ＲＳの
送信に用いられるアンテナポートで送信される。
【００７２】
　ここで、下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信
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号とも称する。また、上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上
りリンク信号とも称する。また、下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネル
を総称して、物理チャネルとも称する。また、下りリンク物理信号および上りリンク物理
信号を総称して、物理信号とも称する。
【００７３】
　また、ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。
ＭＡＣ層で用いられるチャネルを、トランスポートチャネルと称する。また、ＭＡＣ層で
用いられるトランスポートチャネルの単位を、トランスポートブロック（Transport Bloc
k: TB）、または、ＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Unit）とも称する。トランスポート
ブロックは、ＭＡＣ層が物理層に渡す（deliverする）データの単位である。物理層にお
いて、トランスポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処
理などが行なわれる。
【００７４】
　端末装置は、ユーザ間干渉やセル間干渉を除去または抑圧する機能を備えることができ
る。このような技術は、３ＧＰＰ（3rd Generation Partnership Project）でＮＡＩＣＳ
（Network Assisted Interference Cancellation and Suppression）として検討されてい
る。ＮＡＩＣＳでは、基地局装置は、端末装置が干渉信号のハンドリング、除去または抑
圧のために用いるＮＡＩＣＳアシスト情報を送信する。端末装置はＮＡＩＣＳアシスト情
報を受信し、ＮＡＩＣＳアシスト情報に基づいて、干渉信号の除去または抑圧するための
パラメータを検出し、前記パラメータを用いて干渉信号を除去または抑圧する。
【００７５】
　基地局装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報（第２の支援
情報、第１のＮＡＩＣＳアシスト情報またはＰＤＳＣＨ干渉アシスト情報とも呼ぶ）を送
信する。端末装置はＰＤＳＣＨアシスト情報を受信し、前記アシスト情報に基づいて、干
渉信号の除去または抑圧するためのパラメータを検出し、前記パラメータを用いて干渉信
号を除去または抑圧する。ＰＤＳＣＨアシスト情報には、セルＩＤ、ＣＲＳアンテナポー
ト数、ＭＢＳＦＮサブフレームパターン、ＰＢ、仮想セルＩＤ（virtual cell ID）、ス
クランブリングアイデンティティ（nSCID）、ＰＡ、送信モード、ＱＣＬ情報（quasi co-
location information）、ＺＰ／ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ構成、ＰＤＳＣＨスタート位置（
PDSCH starting position）、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ　構成、プリコーディング行列指標／
ランク指標、変調方式、リソース割当て情報の一部または全てが含まれる。さらに、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報には、後述するＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト
情報の一部または全てを含めることができる。
【００７６】
　なお、ＰＡは、ＣＲＳが配置されていないＯＦＤＭシンボルにおけるＰＤＳＣＨとＣＲ
Ｓの電力比である。ＰＢは、ＣＲＳが配置されているＯＦＤＭシンボルにおけるＰＤＳＣ
ＨとＣＲＳが配置されていないＯＦＤＭシンボルにおけるＰＤＳＣＨの電力比を表す。Ｑ
ＣＬ情報は、所定のアンテナポート、所定の信号、または所定のチャネルに対するＱＣＬ
に関する情報である。２つのアンテナポートにおいて、一方のアンテナポート上のシンボ
ルが搬送されるチャネルの長区間特性が、もう一方のアンテナポート上のシンボルが搬送
されるチャネルから推測できる場合、それらのアンテナポートはＱＣＬであると呼称され
る。長区間特性は、遅延スプレッド、ドップラースプレッド、ドップラーシフト、平均利
得および／または平均遅延を含む。すなわち、２つのアンテナポートがＱＣＬである場合
、端末装置はそれらのアンテナポートにおける長区間特性が同じであると見なすことがで
きる。
【００７７】
　なお、上記ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるパラメータの各々は、１つの値（候補）
が設定されても良いし、複数の値（候補）が設定されても良い。複数の値が設定される場
合は、端末装置は、そのパラメータについては、干渉となる基地局装置が設定する可能性
のある値が示されていると解釈し、複数の値から干渉信号に設定されているパラメータを
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検出する。また、上記ＰＤＳＣＨアシスト情報は、他の基地局装置の情報を示す場合もあ
るし、自らの基地局装置の情報を示す場合もある。
【００７８】
　なお、上記ＰＤＳＣＨアシスト情報は、端末装置に対するＰＤＳＣＨを復調する時に、
他の端末装置に対するＰＤＳＣＨからの干渉をハンドリング、除去または抑圧のために、
その端末装置によって用いられる。ＰＤＳＣＨアシスト情報は、他の端末装置に対するＰ
ＤＳＣＨのリソースエレメントに対するマッピングに関する情報を少なくとも含む。ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報は、様々な測定を行なう時に用いられても良い。測定は、ＲＲＭ（Ra
dio Resource Management）測定、ＲＬＭ（Radio Link Monitoring）測定、ＣＳＩ（Chan
nel State Information）測定を含む。
【００７９】
　端末装置は、設定されたＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ干渉を検出（
特定）し、検出されたＰＤＳＣＨ干渉を処理、低減または除去する。ＰＤＳＣＨアシスト
情報は、更新頻度が比較的長い準静的な制御情報を含め、更新頻度が比較的短い動的な制
御情報を含めないようにしても良い。準静的な制御情報は、セルＩＤ、ＣＲＳアンテナポ
ート数、ＭＢＳＦＮサブフレームパターン、ＰＢ、仮想セルＩＤ（virtual cell ID）、
スクランブリングアイデンティティ（nSCID）、ＰＡ、送信モード、ＱＣＬ情報（quasi c
o-location information）、ＺＰ／ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ構成、ＰＤＳＣＨスタート位置
（PDSCH starting position）、ＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ　構成などを含む。動的な制御情報
は、プリコーディング行列指標／ランク指標、変調方式、リソース割当て情報などを含む
。また、ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるパラメータの各々は、複数の値（候補）が設
定されても良い。そのため、ＰＤＳＣＨアシスト情報は、複数のＰＤＳＣＨ干渉の候補を
示すための情報と見なすことができる。端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて
認識できるＰＤＳＣＨ干渉の候補に対して、順に検出を試みるブラインド検出を行なうこ
とができる。
【００８０】
　これにより、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報から検出したパラメータに基づいて
、他の端末装置に対するＰＤＳＣＨによる干渉を低減できるため、自端末装置宛の信号を
精度良く得ることができる。また、ＰＤＳＣＨアシスト情報は複数の候補を示すため、基
地局装置のスケジューリングに与える影響は低くすることができる。なお、端末装置は、
アシスト情報として受信しなかったパラメータをブラインド検出すると呼称されても良い
。干渉信号の除去または抑圧は、線形検出、非線形検出を行なうことができる。線形検出
は、自端末装置宛の所望信号のチャネルと他端末装置宛の干渉信号のチャネルを考慮して
検出することができる。このような線形検出はＥＬＭＭＳＥ－ＩＲＣ（Enhanced Linear 
Minimum Mean Square Error - Interference Rejection Combining）とも呼ばれる。また
、非線形検出としては、干渉キャンセラや最尤検出をすることができる。
【００８１】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報を、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストとしてリス
ト化されて送信することができる。ＰＤＳＣＨアシスト情報リストには少なくとも１つの
ＰＤＳＣＨアシスト情報を含めることができる。また、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストは
、隣接セルＰＤＳＣＨ情報（第２の干渉情報とも呼ぶ）として送信することができる。
【００８２】
　基地局装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＣＣＨアシスト情報（第３の支援
情報、第２のＮＡＩＣＳアシスト情報またはＰＤＣＣＨ干渉アシスト情報とも呼ぶ）を送
信する。端末装置はＰＤＣＣＨアシスト情報を受信し、前記ＰＤＣＣＨアシスト情報に基
づいて、ＰＤＣＣＨによる干渉信号の処理、ハンドリング、除去または抑圧するためのパ
ラメータを検出し、前記パラメータを用いてＰＤＣＣＨによる干渉信号を処理、ハンドリ
ング、除去または抑圧する。ＰＤＣＣＨアシスト情報には、セルＩＤ、ＣＲＳアンテナポ
ート数、ＭＢＳＦＮサブフレームパターン、制御フォーマット指示（Control Format Ind
icator）および電力制御パラメータに関する情報などの一部または全てが含まれる。電力
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制御パラメータには、電力制御用ＲＮＴＩ（tpc RNTI）、電力制御インデックス（tpc In
dex）、ＯＦＤＭシンボル毎の電力ブースト値（eNBにおける電力ブースト制限）、リソー
スエレメントの粒度に関する情報、ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマッ
トに関する情報、送信モードに関する情報、スロット番号に関する情報、ＲＮＴＩに関す
る情報、システム帯域幅に関する情報の一部または全てが含まれる。さらに、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報には、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報および後述するＥＰＤＣＣＨアシスト情
報の一部または全てを含めることができる。
【００８３】
　前記制御フォーマット指示は、制御チャネル情報の送信のために用いられるＯＦＤＭシ
ンボル数に関する情報である。前記制御フォーマット指示は、ＰＤＳＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ
（後述）などチャネルを配置するスタートシンボルを算出する際にも用いることができる
。前記電力ブースト値は、隣接セルにおける送信可能なＰＤＣＣＨの電力ブースト値であ
る。前記リソースエレメントの粒度は、隣接セルにおけるＰＤＣＣＨ電力制御のための周
波数分解能である。
【００８４】
　なお、上記ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるパラメータの各々は、１つの値（候補）
が設定されても良いし、複数の値（候補）が設定されても良い。複数の値が設定される場
合は、端末装置は、そのパラメータについては、干渉となる基地局装置が設定する可能性
のある値が示されていると解釈し、複数の値から干渉信号に設定されているパラメータを
検出する。また、上記ＰＤＣＣＨアシスト情報は、他の基地局装置（非サービングセル）
の情報を示す場合もあるし、自らの基地局装置（サービングセル）の情報を示す場合もあ
る。
【００８５】
　なお、上記ＰＤＣＣＨアシスト情報は、端末装置に対する信号を復調する時に、他の端
末装置に対するＰＤＣＣＨからの干渉をハンドリング、除去または抑圧のために、その端
末装置によって用いられる。ＰＤＣＣＨアシスト情報は、他の端末装置に対するＰＤＣＣ
Ｈのリソースエレメントに対するマッピングに関する情報を少なくとも含む。ＰＤＣＣＨ
アシスト情報は、様々な測定を行なう時に用いられても良い。測定は、ＲＲＭ（Radio Re
source Management）測定、ＲＬＭ（Radio Link Monitoring）測定、ＣＳＩ（Channel St
ate Information）測定を含む。
【００８６】
　端末装置は、設定されたＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨ干渉を検出（
特定）し、検出されたＰＤＣＣＨ干渉を低減する。また、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含ま
れるパラメータの各々は、複数の値（候補）が設定されても良い。そのため、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報は、複数のＰＤＣＣＨ干渉の候補を示すための情報と見なすことができる。
端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて認識できるＰＤＣＣＨ干渉の候補に対し
て、順に検出を試みるブラインド検出を行なうことができる。
【００８７】
　これにより、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報から検出したパラメータに基づいて
、他の端末装置に対するＰＤＣＣＨによる干渉を低減できるため、自端末装置宛の信号を
精度良く得ることができる。また、ＰＤＣＣＨアシスト情報は複数の候補を示すため、基
地局装置のスケジューリングに与える影響は低くすることができる。なお、端末装置は、
アシスト情報として受信しなかったパラメータをブラインド検出すると呼称されても良い
。干渉信号の除去または抑圧は、線形検出、非線形検出を行なうことができる。
【００８８】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報を、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストとしてリス
ト化されて送信することができる。ＰＤＣＣＨアシスト情報リストには少なくとも１つの
ＰＤＣＣＨアシスト情報を含めることができる。また、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストは
、隣接セルＰＤＣＣＨ情報（第３の干渉情報）として送信することができる。
【００８９】
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　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報のそれぞれは
、セル毎に独立な情報として設定できる。すなわち、ＰＤＣＣＨによる干渉のハンドリン
グが、それぞれのセルに個別に行なうことができる。
【００９０】
　なお、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれない情報または設定されない情報は、ＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報が設定されたサービングセルに用いられる情報に基づいても良い。例えば
、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれない情報または設定されない情報が、Ｐ
ＤＣＣＨアシスト情報が設定されたサービングセルに用いられる情報と同じであると想定
する。
【００９１】
　基地局装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報（第４の支
援情報、第３のＮＡＩＣＳアシスト情報またはＥＰＤＣＣＨ干渉アシスト情報とも呼ぶ）
を送信する。端末装置はＥＰＤＣＣＨアシスト情報を受信し、前記アシスト情報に基づい
て、干渉信号の除去または抑圧するためのパラメータを検出し、前記パラメータを用いて
干渉信号を除去または抑圧する。ＥＰＤＣＣＨアシスト情報には、セルＩＤ、ＣＲＳアン
テナポート数、ＭＢＳＦＮサブフレームパターン、復調参照信号スクランブリング系列初
期情報（dmrs-Scrambling sequence initialization）、ＥＰＤＣＣＨセット設定（EPDCC
H-SetConfig）、ＰＲＢペア数（numberPRB-Pairs、EPDCCH-PRB-setとも呼ぶ。）、ＰＵＣ
ＣＨフォーマットリソース開始位置（pucch-ResourceStartOffset）、再マッピングＱＣ
Ｌ設定ＩＤ（reMapppingQCL-Configld）、リソースブロック割当て（resourceBlockAssig
nment）、ＥＰＤＣＣＨセット設定ＩＤ（setConfigld）、開始シンボル（startSymbol）
、サブフレームパターン設定（subframePatternConfig）、送信タイプ（transmissionTyp
e）、制御フォーマット指示などの情報の一部または全てが含まれる。さらに、ＥＰＤＣ
ＣＨアシスト情報には、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報および前記ＰＤＣＣＨアシスト情報
の一部または全てを含めることができる。
【００９２】
　基地局装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣ
ＣＨアシスト情報、およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の一部または全部を含めることがで
きる。
【００９３】
　復調参照信号スクランブリング系列初期情報は、ＥＰＤＣＣＨにおけるＤＭＲＳのスク
ランブリング系列を初期化するパラメータである。ＥＰＤＣＣＨセット設定は、ＥＰＤＣ
ＣＨが設定されていることをｅＮＢが提供するパラメータである。ＰＲＢペア数（number
PRB-Pairs、EPDCCH-PRB-setとも呼ぶ。）は、ＥＰＤＣＣＨセットのために使用される物
理リソースブロックの数を示すパラメータである。ＰＵＣＣＨフォーマットリソース開始
位置（pucch-ResourceStartOffset）は、ＥＰＤＣＣＨのためのリソーススタートオフセ
ットを示すパラメータである。再マッピングＱＣＬ設定ＩＤ（reMapppingQCL-Configld）
は、ＥＰＤＣＣＨのための開始ＯＦＤＭシンボル、レートマッチングに関するパラメータ
、quasi co-location assumptionを示すパラメータであり、所定の送信モード（例えば、
LTEの送信モード１０のとき）において設定されるパラメータである。
【００９４】
　リソースブロック割当て（resourceBlockAssignment）は、ＥＰＤＣＣＨセットのため
の物理リソースブロックペアの特定の組み合わせのインデックスを示すパラメータである
。ＥＰＤＣＣＨセット設定ＩＤ（setConfigld）は、ＥＰＤＣＣＨセット識別ＩＤを示す
パラメータである。開始シンボル（startSymbol）は、同じセルにおいて、ＥＰＤＣＣＨ
によってスケジュールされたＥＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨのためのＯＦＤＭスタートシ
ンボルを示すパラメータである。サブフレームパターン設定（subframePatternConfig）
は、ＥＰＤＣＣＨにおいて、端末がその端末固有探索空間（UE-specific search space）
をモニタするサブフレームを設定するパラメータである。送信タイプ（transmissionType
）は、分散的な（distributed）ＥＰＤＣＣＨ送信モードか、局所的な（localized）ＥＰ
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ＤＣＣＨ送信モードのいずれが使われているかを示すパラメータである。
【００９５】
　なお、上記ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるパラメータの各々は、１つの値（候補
）が設定されても良いし、複数の値（候補）が設定されても良い。複数の値が設定される
場合は、端末装置は、そのパラメータについては、干渉となる基地局装置が設定する可能
性のある値が示されていると解釈し、複数の値から干渉信号に設定されているパラメータ
を検出する。また、上記ＥＰＤＣＣＨアシスト情報は、他の基地局装置の情報を示す場合
もあるし、自らの基地局装置の情報を示す場合もある。
【００９６】
　なお、上記ＥＰＤＣＣＨアシスト情報は、端末装置に対する信号を復調する時に、他の
端末装置に対するＥＰＤＣＣＨからの干渉をハンドリング、除去または抑圧のために、そ
の端末装置によって用いられる。ＥＰＤＣＣＨアシスト情報は、他の端末装置に対するＥ
ＰＤＣＣＨのリソースエレメントに対するマッピングに関する情報を少なくとも含む。Ｅ
ＰＤＣＣＨアシスト情報は、様々な測定を行なう時に用いられても良い。測定は、ＲＲＭ
（Radio Resource Management）測定、ＲＬＭ（Radio Link Monitoring）測定、ＣＳＩ（
Channel State Information）測定を含む。
【００９７】
　端末装置は、設定されたＥＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＥＰＤＣＣＨ干渉を検
出（特定）し、検出されたＥＰＤＣＣＨ干渉を低減する。また、ＥＰＤＣＣＨアシスト情
報に含まれるパラメータの各々は、複数の値（候補）が設定されても良い。そのため、Ｅ
ＰＤＣＣＨアシスト情報は、複数のＥＰＤＣＣＨ干渉の候補を示すための情報と見なすこ
とができる。端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて認識できるＰＤＣＣＨ干
渉の候補に対して、順に検出を試みるブラインド検出を行なうことができる。
【００９８】
　これにより、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報から検出したパラメータに基づい
て、他の端末装置に対するＥＰＤＣＣＨによる干渉を低減できるため、自端末装置宛の信
号を精度良く得ることができる。また、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報は複数の候補を示すた
め、基地局装置のスケジューリングに与える影響は低くすることができる。なお、端末装
置は、アシスト情報として受信しなかったパラメータをブラインド検出すると呼称されて
も良い。干渉信号の除去または抑圧は、線形検出、非線形検出を行なうことができる。
【００９９】
　基地局装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストとして
リスト化されて送信することができる。ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストには少なくとも
１つのＥＰＤＣＣＨアシスト情報を含めることができる。また、ＥＰＤＣＣＨアシスト情
報リストは、隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報（第４の干渉情報）として送信することができる
。
【０１００】
　また、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＥＰＤＣＣＨアシスト情報のそれぞ
れは、セル毎に独立な情報として設定できる。すなわち、ＥＰＤＣＣＨによる干渉のハン
ドリングが、それぞれのセルに個別に行なうことができる。
【０１０１】
　なお、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれない情報または設定されない情報は、ＥＰＤ
ＣＣＨアシスト情報が設定されたサービングセルに用いられる情報に基づいても良い。例
えば、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれない情報または設定されない情報
が、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されたサービングセルに用いられる情報と同じであ
ると想定する。
【０１０２】
　端末装置は、他の基地局装置から送信されるＣＲＳが干渉となる場合に、基地局装置か
ら上位層の信号で送信されるＣＲＳアシスト情報（第１の支援情報とも呼ぶ）を用いて、
他基地局装置のＣＲＳから受ける干渉を軽減することができる。ＣＲＳアシスト情報は、



(17) JP WO2016/021494 A1 2016.2.11

10

20

30

40

50

他の基地局装置の情報であり、セルＩＤ、ＣＲＳのアンテナポート数、ＭＢＳＦＮサブフ
レーム設定リストを含む。
【０１０３】
　また、ＣＲＳアシスト情報は、ＣＲＳアシスト情報リストによってリスト化されて送信
される。ＣＲＳアシスト情報リストには、少なくとも１つのＣＲＳアシスト情報が含まれ
る。また、ＣＲＳアシスト情報リストは、隣接セルＣＲＳ情報（第１の干渉情報とも呼ぶ
）として送信される。
【０１０４】
　図２は、本実施形態における基地局装置１Ａの構成を示す概略ブロック図である。図２
に示すように、基地局装置１Ａは、上位層処理部１０１、制御部１０２、送信部１０３、
受信部１０４と送受信アンテナ１０５を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は
、無線リソース制御部１０１１、スケジューリング部１０１２を含んで構成される。また
、送信部１０３は、符号化部１０３１、変調部１０３２、下りリンク参照信号生成部１０
３３、多重部１０３４、無線送信部１０３５を含んで構成される。また、受信部１０４は
、無線受信部１０４１、多重分離部１０４２、復調部１０４３、復号部１０４４を含んで
構成される。
【０１０５】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部１０１は、送信部１０３および受信部１０４の制
御を行なうために必要な情報を生成し、制御部１０２に出力する。
【０１０６】
　上位層処理部１０１は、端末装置の機能（UE capability）等、端末装置に関する情報
を端末装置から受信する。言い換えると、端末装置は、自身の機能を基地局装置に上位層
の信号で送信する。
【０１０７】
　端末装置の機能には、ＮＡＩＣＳをサポートしているかどうかを示すパラメータを含め
ることができる。ＮＡＩＣＳに複数の機能がある場合、端末装置は、各々の機能について
サポートしているかどうかを個別のパラメータで基地局装置に送信することができる。例
えば、ＮＡＩＣＳとして「ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングとＣＲＳ干渉ハンドリング」の２
つの機能が含まれている場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングをサポートして
いるかどうかを示す信号、ＣＲＳ干渉ハンドリングをサポートしているかどうかを示す信
号を基地局装置に送信することができる。同様に、ＮＡＩＣＳとして、「ＰＤＣＣＨ干渉
ハンドリングとＣＲＳ干渉ハンドリング」、「ＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリングとＣＲＳ干
渉ハンドリング」、「ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングとＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング」、「
ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングとＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング」、または「ＰＤＣＣＨ干
渉ハンドリングとＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング」の２つの機能が含まれている場合、端
末装置は、各々の機能についてサポートしているかどうかを個別のパラメータで基地局装
置に送信することができる。
【０１０８】
　例えば、ＮＡＩＣＳとして「ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリング、ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリン
グおよびＣＲＳ干渉ハンドリング」の３つの機能が含まれている場合、端末装置は、ＰＤ
ＳＣＨ干渉ハンドリングをサポートしているかどうかを示す信号、ＰＤＣＣＨ干渉ハンド
リングをサポートしているかどうかを示す信号、ＣＲＳ干渉ハンドリングをサポートして
いるかどうかを示す信号を基地局装置に送信することができる。同様に、ＮＡＩＣＳとし
て、「ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング、ＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリングおよびＣＲＳ干渉ハ
ンドリング」、「ＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング、ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングおよびＣ
ＲＳ干渉ハンドリング」、「ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリング、ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング
およびＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング」の３つの機能が含まれている場合、端末装置は、
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各々の機能についてサポートしているかどうかを個別のパラメータで基地局装置に送信す
ることができる。
【０１０９】
　例えば、ＮＡＩＣＳとして「ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリング、ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリン
グ、ＥＰＤＣＣＨ干渉ハンドリングおよびＣＲＳ干渉ハンドリング」の４つの機能が含ま
れている場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングをサポートしているかどうかを
示す信号、ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリングをサポートしているかどうかを示す信号、ＥＰＤ
ＣＣＨ干渉ハンドリングをサポートしているかどうかを示す信号、ＣＲＳ干渉ハンドリン
グをサポートしているかどうかを示す信号を基地局装置に送信することができる。
【０１１０】
　上位層処理部１０１は、ＮＡＩＣＳアシスト情報を設定するか否か、ＣＲＳアシスト情
報を設定するか否かを判断する。さらに、上位層処理部１０１は、ＰＤＳＣＨアシスト情
報を設定するか否か、ＰＤＣＣＨアシスト情報を設定するか否か、またはＥＰＤＣＣＨア
シスト情報を設定するか否かを判断することができる。基地局装置は、上記端末装置の機
能からこれらのアシスト情報を設定するか否かを判断することができる。
【０１１１】
　また、ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリング、ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリング、ＥＰＤＣＣＨ干渉
ハンドリングおよび／またはＣＲＳ干渉ハンドリングは、それぞれ独立なパラメータにす
ることができる。また、それぞれのパラメータは、互いに依存関係にあっても良い。例え
ば、ＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングの機能をサポートする端末装置は、ＣＲＳ干渉ハンドリ
ングの機能をサポートする。ＰＤＣＣＨ干渉ハンドリングおよび／またはＥＰＤＣＣＨ干
渉ハンドリングの機能をサポートする端末装置は、ＣＲＳ干渉ハンドリングおよび／また
はＰＤＳＣＨ干渉ハンドリングの機能をサポートする。
【０１１２】
　なお、本実施形態において、上記の端末装置に関する情報は、端末装置がその機能をサ
ポートしているかどうかを示すパラメータに加えて、端末装置がその機能に関する実装お
よび／またはテストが完了しているかどうかを示すパラメータであっても良い。
【０１１３】
　無線リソース制御部１０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨに配置される下りリンクデー
タ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメッセージ、ＭＡ
Ｃ　ＣＥなどを生成、または上位ノードから取得する。無線リソース制御部１０１１は、
下りリンクデータを送信部１０３に出力し、他の情報を制御部１０２に出力する。また、
無線リソース制御部１０１１は、端末装置２の各種設定情報の管理をする。この設定情報
には、干渉となる端末装置の設定情報を含めることができる。もしくは、自端末装置の設
定情報から干渉となる端末装置の設定情報が取得できるようになっている。また、干渉と
なる基地局装置の設定情報を含めることができる。基地局装置１Ａは、前記干渉となる端
末装置および基地局装置の設定情報などの干渉除去／抑圧に必要な情報を、他の基地局装
置１Ｂから取得することができる（例えば、X2インターフェース、インターネット回線、
など）。
【０１１４】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨおよび／またはＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ端末装
置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報、またはＰＤＳＣＨアシ
スト情報を送信することができる。
【０１１５】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ端末装
置に対して、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報、またはＰＤＣＣＨアシ
スト情報を送信することができる。
【０１１６】
　基地局装置は、ＥＰＤＣＣＨおよび／またはＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ端末
装置に対して、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報、またはＰＤＣＣＨ
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アシスト情報を送信することができる。
【０１１７】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨおよび／またはＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を持つ端
末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰＤＳ
ＣＨアシスト情報もしくはＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１１８】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を持つ
端末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰ
ＤＳＣＨアシスト情報もしくはＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１１９】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を持つ
端末装置に対して、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰ
ＤＣＣＨアシスト情報もしくはＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１２０】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨおよびＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ端
末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシス
ト情報、またはＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰＤＳＣ
Ｈアシスト情報もしくはＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１２１】
　基地局装置は、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨおよびＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ
端末装置に対して、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳア
シスト情報、またはＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰ
ＤＣＣＨアシスト情報もしくはＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１２２】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＥＰＤＣＣＨおよびＣＲＳの干渉除去を行なう能力を持つ
端末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳア
シスト情報、またはＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報、またはＰ
ＤＳＣＨアシスト情報もしくはＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１２３】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を
持つ端末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤ
ＣＣＨアシスト情報を送信することができる。また、基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣ
ＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を持つ端末装置に対して、ＰＤＳＣＨア
シスト情報および／またはＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。また、基地
局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉除去を行なう能力を持つ端
末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報および／またはＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送
信することができる。また、基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨ
の干渉除去を行なう能力を持つ端末装置に対して、ＰＤＣＣＨアシスト情報および／また
はＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。
【０１２４】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨおよびＣＲＳの干渉除去を行な
う能力を持つ端末装置に対して、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、Ｅ
ＰＤＣＣＨアシスト情報、およびＣＲＳアシスト情報の一部または全部を送信することが
できる。なお、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシス
ト情報、およびＣＲＳアシスト情報の各々に含まれるセル識別子について、ＣＲＳのため
のセル識別子を第１のセル識別子、ＰＤＳＣＨのためのセル識別子を第２のセル識別子、
ＰＤＣＣＨのためのセル識別子を第３のセル識別子、ＥＰＤＣＣＨのためのセル識別子を
第４のセル識別子と呼ぶ。
【０１２５】
　ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報および
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ＣＲＳアシスト情報は、下記のような送信方法が考えられる。
【０１２６】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、
基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＰＤＳＣＨアシスト情報に含めな
いようにして、ＰＤＳＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。ＣＲＳアシスト情
報とＰＤＳＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれる
ＣＲＳアシスト情報のインデックスとＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣ
Ｈアシスト情報のインデックスを関連付けることができる。例えば、ＣＲＳアシスト情報
リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２が含まれており、ＰＤＳＣＨア
シスト情報リストに、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＰＤＳＣＨアシスト情報２が含まれて
いる場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報１、ＰＤＳＣＨアシスト情報
２とＣＲＳアシスト情報２が関連付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシス
ト情報１およびＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＳＣＨの干渉をハ
ンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシス
ト情報の数と、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情報の数は
、同じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１２７】
　また、ＰＤＳＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情報を関連付けるために、セルＩＤは
ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報に含めることができる。すなわち、端
末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連す
るＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数、ＭＢ
ＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。このとき端末装置は、ＰＤＳＣＨアシス
ト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＳＣＨの干渉信
号をハンドリングすることができる。
【０１２８】
　ＰＤＳＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含まれない場合、基地局装置がＣＲＳ
アシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＳＣＨアシスト情報を送信することができる。す
なわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤ
ＳＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨ情報
が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１２９】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＳＣＨの干渉をハンドリングするサブフレームを判断す
ることができる。
【０１３０】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、
基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含めな
いようにして、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。ＣＲＳアシスト情
報とＰＤＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれる
ＣＲＳアシスト情報のインデックスとＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報のインデックスを関連付けることができる。例えば、ＣＲＳアシスト情報
リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２が含まれており、ＰＤＣＣＨア
シスト情報リストに、ＰＤＣＣＨアシスト情報１とＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれて
いる場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報１、ＰＤＣＣＨアシスト情報
２とＣＲＳアシスト情報２が関連付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報１およびＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＣＣＨの干渉をハ
ンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシス
ト情報の数と、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報の数は
、同じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１３１】
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　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情報を関連付けるために、セルＩＤは
ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。すなわち、端
末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連す
るＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数、ＭＢ
ＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。このとき端末装置は、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＣＣＨの干渉信
号をハンドリングすることができる。
【０１３２】
　ＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含まれない場合、基地局装置がＣＲＳ
アシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。す
なわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤ
ＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＣＣＨ情報
が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１３３】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングするサブフレームを判断す
ることができる。
【０１３４】
　上位層で、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合
、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含
めないようにして、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。ＣＲＳアシ
スト情報とＥＰＤＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに
含まれるＣＲＳアシスト情報のインデックスとＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれ
るＥＰＤＣＣＨアシスト情報のインデックスを関連付けることができる。例えば、ＣＲＳ
アシスト情報リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２が含まれており、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１とＥＰＤＣＣＨアシス
ト情報２が含まれている場合、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報１、Ｅ
ＰＤＣＣＨアシスト情報２とＣＲＳアシスト情報２が関連付けられる。この場合、端末装
置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づい
て、ＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リ
ストに含まれるＣＲＳアシスト情報の数と、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれる
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報の数は、同じとすることもできるし、異なるようにすることも
できる。
【０１３５】
　また、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情報を関連付けるために、セルＩＤ
はＣＲＳアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。すなわち
、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと
関連するＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数
、ＭＢＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。このとき端末装置は、ＥＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＥＰＤＣＣ
Ｈの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１３６】
　ＥＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含まれない場合、基地局装置がＣＲ
Ｓアシスト情報を送信する場合のみ、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる
。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セル
ＥＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＥＰＤＣ
ＣＨ情報が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮに
する）。
【０１３７】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
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フレームセットに基づいて、ＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングするサブフレームを判断
することができる。
【０１３８】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されている場
合、基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報で送信される情報をＰＤＣＣＨアシスト情報
に含めないようにして、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。ＰＤＳＣ
Ｈアシスト情報とＰＤＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＰＤＳＣＨアシスト情報
リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情報のインデックスとＰＤＣＣＨアシスト情報リス
トに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報のインデックスを関連付けることができる。例えば
、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＰＤＳＣＨアシスト情
報２が含まれており、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＣＣＨアシスト情報１とＰ
ＤＣＣＨアシスト情報２が含まれている場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報１とＰＤＳＣＨア
シスト情報１、ＰＤＣＣＨアシスト情報２とＰＤＳＣＨアシスト情報２が関連付けられる
。この場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＰＤＳＣＨアシスト情報１に
含まれる情報に基づいて、ＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングすることができる。なお、Ｐ
ＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情報の数と、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報の数は、同じとすることもできるし、
異なるようにすることもできる。
【０１３９】
　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報とＰＤＳＣＨアシスト情報を関連付けるために、セルＩ
ＤはＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。すな
わち、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤ
と関連するＰＤＳＣＨアシスト情報からＰＤＳＣＨに関する情報を得ることができる。こ
のとき端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、
ＰＤＳＣＨ干渉を除去し、ＰＤＣＣＨの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１４０】
　ＰＤＣＣＨアシスト情報にＰＤＳＣＨアシスト情報が含まれない場合、基地局装置がＰ
ＤＳＣＨアシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することがで
きる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨ情報が設定されている場合にのみ、
隣接セルＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰ
ＤＣＣＨ情報が設定されている場合、隣接セルＰＤＳＣＨ情報を設定しなければならない
（ＯＮにする）。
【０１４１】
　なお、上位層は、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報および前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送
信方法について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報を逆にして
も同様に設定することができる。
【０１４２】
　また、上位層は、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法
について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法と同様
に設定することができる。
【０１４３】
　また、上位層は、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法
について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法と同様
に設定することができる。
【０１４４】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情
報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＰＤＳ
ＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないようにして、ＰＤＳＣＨアシ
スト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、ＰＤＳ
ＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にPDSCHアシスト情報を含む）および
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ＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報およびＰ
ＤＳＣＨアシスト情報で送信される情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないようにして
、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト
情報（一部にPDCCHアシスト情報を含む）、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシス
ト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシ
スト情報で送信される情報をＰＤＳＣＨアシスト情報に含めないようにして、ＰＤＳＣＨ
アシスト情報を送信する方法が考えられる。
【０１４５】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情
報が設定されている場合、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシス
ト情報のインデックス、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情
報のインデックスおよびＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情
報のインデックスを関連付けることができる。
【０１４６】
　例えば、ＣＲＳアシスト情報リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２
が含まれており、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＰＤＳ
ＣＨアシスト情報２が含まれており、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報１とＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれている場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報１
、ＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＣＲＳアシスト情報１が関連付けられ、ＰＤＳＣＨア
シスト情報２、ＰＤＣＣＨアシスト情報２およびＣＲＳアシスト情報２が関連付けられる
。この場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報１、ＰＤＣＣＨアシスト情報１および
ＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨの干渉を
ハンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシ
スト情報の数、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情報の数、
ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報の数は、同じとするこ
ともできるし、異なるようにすることもできる。
【０１４７】
　また、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報を
関連付けるために、セルＩＤを、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰ
ＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報また
は／およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連す
るＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数、ＭＢ
ＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。
【０１４８】
　また、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩ
Ｄと関連するＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情報
およびＰＤＳＣＨに関する情報を得るようにすることもできる。同様に、端末装置は、Ｐ
ＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連するＣＲＳアシ
スト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情報およびＰＤＣＣＨに関す
る情報を得るようにすることもできる。
【０１４９】
　これらの場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報もしくは／およびＰＤＣＣＨアシ
スト情報並びにＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＳＣＨまたは
／およびＰＤＣＣＨの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１５０】
　ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含まれ
ない場合、基地局装置がＣＲＳアシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＳＣＨアシスト情
報およびＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。すなわち、基地局装置は、隣
接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤＳＣＨ情報または／および
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隣接セルＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰ
ＤＳＣＨ情報または／および隣接セルＰＤＣＣＨ情報が設定されている場合、隣接セルＣ
ＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１５１】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングするサブ
フレームを判断することができる。
【０１５２】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト
情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＰＤ
ＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないようにして、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、
ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にPDCCHアシスト情報を含む
）およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報
およびＰＤＣＣＨアシスト情報で送信される情報をＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めない
ようにして、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、ＰＤＣ
ＣＨアシスト情報（一部にEPDCCHアシスト情報を含む）、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およ
びＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報および
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報で送信される情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないように
して、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。
【０１５３】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト
情報が設定されている場合、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤ
ＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳア
シスト情報のインデックス、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシス
ト情報のインデックスおよびＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＥＰＤＣＣＨア
シスト情報のインデックスを関連付けることができる。
【０１５４】
　例えば、ＣＲＳアシスト情報リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２
が含まれており、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＣＣＨアシスト情報１とＰＤＣ
ＣＨアシスト情報２が含まれており、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＥＰＤＣＣＨ
アシスト情報１とＥＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれている場合、ＰＤＣＣＨアシスト
情報１、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＣＲＳアシスト情報１が関連付けられ、ＰＤ
ＣＣＨアシスト情報２、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報２およびＣＲＳアシスト情報２が関連
付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報１、ＥＰＤＣＣＨアシスト
情報１およびＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤ
ＣＣＨの干渉をハンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含ま
れるＣＲＳアシスト情報の数、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシ
スト情報の数、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＥＰＤＣＣＨアシスト情報の
数は、同じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１５５】
　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報
を関連付けるために、セルＩＤを、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報および
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報
または／およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと
関連するＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数
、ＭＢＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。
【０１５６】
　また、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセル
ＩＤと関連するＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情
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報およびＰＤＣＣＨに関する情報を得るようにすることもできる。同様に、端末装置は、
ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連するＣＲＳア
シスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情報およびＥＰＤＣＣＨ
に関する情報を得るようにすることもできる。
【０１５７】
　これらの場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報もしくは／およびＥＰＤＣＣＨア
シスト情報並びにＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＣＣＨまた
は／およびＥＰＤＣＣＨの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１５８】
　ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含ま
れない場合、基地局装置がＣＲＳアシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＣＣＨアシスト
情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。すなわち、基地局装置は
、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤＣＣＨ情報または／お
よび隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接
セルＰＤＣＣＨ情報または／および隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報が設定されている場合、隣
接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１５９】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングするサ
ブフレームを判断することができる。
【０１６０】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト
情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報で送信される情報をＰＤ
ＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないようにして、ＰＤＳＣＨ
アシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、
ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にPDSCHアシスト情報を含む
）およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報
およびＰＤＳＣＨアシスト情報で送信される情報をＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めない
ようにして、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上位層で、ＰＤＳ
ＣＨアシスト情報（一部にEPDCCHアシスト情報を含む）、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およ
びＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報および
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報で送信される情報をＰＤＳＣＨアシスト情報に含めないように
して、ＥＰＤＳＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。
【０１６１】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト
情報が設定されている場合、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤ
ＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳア
シスト情報のインデックス、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシス
ト情報のインデックスおよびＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＥＰＤＣＣＨア
シスト情報のインデックスを関連付けることができる。
【０１６２】
　例えば、ＣＲＳアシスト情報リストに、ＣＲＳアシスト情報１とＣＲＳアシスト情報２
が含まれており、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＰＤＳ
ＣＨアシスト情報２が含まれており、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＥＰＤＣＣＨ
アシスト情報１とＥＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれている場合、ＰＤＳＣＨアシスト
情報１、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＣＲＳアシスト情報１が関連付けられ、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報２、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報２およびＣＲＳアシスト情報２が関連
付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報１、ＥＰＤＣＣＨアシスト
情報１およびＣＲＳアシスト情報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤ
ＣＣＨの干渉をハンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含ま



(26) JP WO2016/021494 A1 2016.2.11

10

20

30

40

50

れるＣＲＳアシスト情報の数、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシ
スト情報の数、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれるＥＰＤＣＣＨアシスト情報の
数は、同じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１６３】
　また、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報
を関連付けるために、セルＩＤを、ＣＲＳアシスト情報、ＰＤＳＣＨアシスト情報および
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報
または／およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと
関連するＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数
、ＭＢＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。
【０１６４】
　また、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセル
ＩＤと関連するＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情
報およびＰＤＳＣＨに関する情報を得るようにすることもできる。同様に、端末装置は、
ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連するＣＲＳア
シスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報からＣＲＳに関する情報およびＥＰＤＣＣＨ
に関する情報を得るようにすることもできる。
【０１６５】
　これらの場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報もしくは／およびＥＰＤＣＣＨア
シスト情報並びにＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＳＣＨまた
は／およびＥＰＤＣＣＨの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１６６】
　ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含ま
れない場合、基地局装置がＣＲＳアシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＳＣＨアシスト
情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。すなわち、基地局装置は
、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤＳＣＨ情報または／お
よび隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接
セルＰＤＳＣＨ情報または／および隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報が設定されている場合、隣
接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１６７】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングするサ
ブフレームを判断することができる。
【０１６８】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシ
スト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報で送信される情
報をＰＤＤＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めないようにして、Ｐ
ＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。上
位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にPDCCHアシスト情
報を含む）およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＰＤＳ
ＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報で送信される情報をＥＰＤＣＣＨアシス
ト情報に含めないようにして、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。
上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にEPDCCHアシスト情報を含む）、ＥＰＤＣＣＨ
アシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報で送信される情報をＰＤＣＣＨアシ
スト情報に含めないようにして、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する方法が考えられる。
【０１６９】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシ
スト情報が設定されている場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およ
びＥＰＤＣＣＨアシスト情報を関連付けるために、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに含ま
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れるＰＤＳＣＨアシスト情報のインデックス、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれる
ＰＤＣＣＨアシスト情報のインデックスおよびＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含まれ
るＥＰＤＣＣＨアシスト情報のインデックスを関連付けることができる。
【０１７０】
　例えば、ＰＤＳＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＳＣＨアシスト情報１とＰＤＳＣＨア
シスト情報２が含まれており、ＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、ＰＤＣＣＨアシスト情
報１とＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれており、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１とＥＰＤＣＣＨアシスト情報２が含まれている場合、ＰＤＣ
ＣＨアシスト情報１、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＰＤＳＣＨアシスト情報１が関
連付けられ、ＰＤＣＣＨアシスト情報２、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報２およびＰＤＳＣＨ
アシスト情報２が関連付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報１、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報１およびＰＤＳＣＨアシスト情報１に含まれる情報に基づいて
、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングすることができる。なお、ＰＤＳ
ＣＨアシスト情報リストに含まれるＰＤＳＣＨアシスト情報の数、ＰＤＣＣＨアシスト情
報リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報の数、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報リストに含
まれるＥＰＤＣＣＨアシスト情報の数は、同じとすることもできるし、異なるようにする
こともできる。
【０１７１】
　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト
情報を関連付けるために、セルＩＤを、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情
報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めることができる。端末装置は、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報または／およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセ
ルＩＤと関連するＰＤＳＣＨアシスト情報からＰＤＳＣＨに関する情報を得ることができ
る。
【０１７２】
　また、端末装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセル
ＩＤと関連するＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報からＰＤＳＣＨに
関する情報およびＰＤＣＣＨに関する情報を得るようにすることもできる。同様に、端末
装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連する
ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報からＰＤＳＣＨに関する情報お
よびＥＰＤＣＣＨに関する情報を得るようにすることもできる。
【０１７３】
　これらの場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報もしくは／およびＥＰＤＣＣＨア
シスト情報並びにＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ干渉を除去し、ＰＤＣ
ＣＨまたは／およびＥＰＤＣＣＨの干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１７４】
　ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報にＰＤＳＣＨアシスト情報が
含まれない場合、基地局装置がＰＤＳＣＨアシスト情報を送信する場合のみ、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信することができる。すなわち、基地
局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＰＤＣＣＨ情
報または／および隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局
装置は、隣接セルＰＤＣＣＨ情報または／および隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報が設定されて
いる場合、隣接セルＰＤＳＣＨ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１７５】
　なお、上位層は、前記ＰＤＣＣＨアシスト情報、前記ＥＰＤＣＣＨアシスト情報および
前記ＰＤＳＣＨアシスト情報の送信方法について、前記ＰＤＣＣＨアシスト情報、前記Ｅ
ＰＤＣＣＨアシスト情報および前記ＰＤＳＣＨアシスト情報を相互に入れ替えた場合にお
いても同様に設定することができる。
【０１７６】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト
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情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情
報で送信される情報をＮＡＩＣＳアシスト情報に含めないようにして、ＮＡＩＣＳアシス
ト情報を送信する方法が考えられる。ＣＲＳアシスト情報とＮＡＩＣＳアシスト情報を関
連付けるために、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシスト情報のインデック
スとＮＡＩＣＳアシスト情報リストに含まれるＮＡＩＣＳアシスト情報のインデックスを
関連付けることができる。例えば、ＣＲＳアシスト情報リストに、ＣＲＳアシスト情報１
とＣＲＳアシスト情報２が含まれており、ＮＡＩＣＳアシスト情報リストに、ＮＡＩＣＳ
アシスト情報１とＮＡＩＣＳアシスト情報２が含まれている場合、ＮＡＩＣＳアシスト情
報１とＣＲＳアシスト情報１、ＮＡＩＣＳアシスト情報２とＣＲＳアシスト情報２が関連
付けられる。この場合、端末装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報１およびＣＲＳアシスト情
報１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨの干渉をハンド
リングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報リストに含まれるＣＲＳアシスト情
報の数と、ＮＡＩＣＳアシスト情報リストに含まれるＮＡＩＣＳアシスト情報の数は、同
じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１７７】
　また、ＮＡＩＣＳアシスト情報とＣＲＳアシスト情報を関連付けるために、セルＩＤは
ＣＲＳアシスト情報およびＮＡＩＣＳアシスト情報に含めることができる。すなわち、端
末装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩＤと関連す
るＣＲＳアシスト情報からＣＲＳに関する情報、つまり、ＣＲＳアンテナポート数、ＭＢ
ＳＦＮサブフレーム設定、を得ることができる。このとき端末装置は、ＮＡＩＣＳアシス
ト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＮＡＩＣＳの干渉信
号をハンドリングすることができる。
【０１７８】
　ＮＡＩＣＳアシスト情報にＣＲＳアシスト情報が含まれない場合、基地局装置がＣＲＳ
アシスト情報を送信する場合のみ、ＮＡＩＣＳアシスト情報を送信することができる。す
なわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されている場合にのみ、隣接セルＮＡ
ＩＣＳ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＮＡＩＣＳ情報
が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報を設定しなければならない（ＯＮにする）。
【０１７９】
　端末装置は、上位層で設定されるＣＲＳ干渉除去のためのサブフレームパターンやサブ
フレームセットに基づいて、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨの干渉をハンドリン
グするサブフレームを判断することができる。
【０１８０】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報（一部にCRSアシ
スト情報およびPDSCHアシスト情報を含む）並びにＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨ
アシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣ
Ｈアシスト情報（CRSアシスト情報群、CRSアシスト情報グループ、NAICSアシスト情報グ
ループ１とも呼ぶ。）で送信される情報をＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨア
シスト情報（PDCCHアシスト情報群、PDCCHアシスト情報グループ、NAICSアシスト情報グ
ループ２とも呼ぶ。）に含めないようにして、ＰＤＣＣＨアシスト情報群を送信する方法
が考えられる。ＣＲＳアシスト情報群およびＰＤＣＣＨアシスト情報群を関連付けるため
に、ＣＲＳアシスト情報群リストに含まれるＣＲＳアシスト情報群のインデックスとＰＤ
ＣＣＨアシスト情報群リストに含まれるＰＤＣＣＨアシスト情報群のインデックスを関連
付けることができる。例えば、ＣＲＳアシスト情報群に、ＣＲＳアシスト情報群１とＣＲ
Ｓアシスト情報群２が含まれており、ＰＤＣＣＨアシスト情報群リストに、ＰＤＣＣＨア
シスト情報群１とＰＤＣＣＨアシスト情報群２が含まれている場合、ＰＤＣＣＨアシスト
情報群１とＣＲＳアシスト情報群１、ＰＤＣＣＨアシスト情報群２とＣＲＳアシスト情報
群２が関連付けられる。この場合、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報群１およびＣＲ
Ｓアシスト情報群１に含まれる情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ
の干渉をハンドリングすることができる。なお、ＣＲＳアシスト情報群リストに含まれる
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ＣＲＳアシスト情報群の数と、ＰＤＣＣＨアシスト情報群リストに含まれるＰＤＣＣＨア
シスト情報群の数は、同じとすることもできるし、異なるようにすることもできる。
【０１８１】
　また、ＰＤＣＣＨアシスト情報群とＣＲＳアシスト情報群を関連付けるために、セルＩ
ＤはＣＲＳアシスト情報群およびＰＤＣＣＨアシスト情報群に含めることができる。すな
わち、端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報群に含まれるセルＩＤを検出し、このセルＩ
Ｄと関連するＣＲＳアシスト情報群からＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情
報を得ることができる。このとき端末装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報群およびＣＲＳア
シスト情報群に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去し、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ
の干渉信号をハンドリングすることができる。
【０１８２】
　ＰＤＣＣＨアシスト情報群にＣＲＳアシスト情報群が含まれない場合、基地局装置がＣ
ＲＳアシスト情報群を送信する場合のみ、ＰＤＣＣＨアシスト情報群を送信することがで
きる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報群が設定されている場合にのみ、隣
接セルＰＤＣＣＨ情報群を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰ
ＤＣＣＨアシスト情報群が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報群を設定しなければ
ならない（ＯＮにする）。なお、上記では、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報を、ＰＤＣＣＨアシスト情
報群とＣＲＳアシスト情報群とにグループ分けしたが、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣ
ＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報とＥＰＤＣＣＨアシスト情報にグループ分け
することもできる。
【０１８３】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲ
Ｓアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セルＩＤおよびＣＲＳに関する情報
をＰＤＳＣＨアシスト情報に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信
号で、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合
、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行な
うことができる。つまり、ＰＤＳＣＨアシスト情報にＣＲＳに関する情報が含めて送信す
る方法の場合、基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報を送信する場合には、ＣＲＳアシ
スト情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報を送信する場合は、ＰＤＳＣＨアシス
ト情報は送信しない、ようにすることができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲ
Ｓ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セルＰＤＳＣＨ情報を設定することができる
。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨ情報が設定されている場合、隣接セルＣ
ＲＳ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０１８４】
　基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＳＣＨアシスト情報に
含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすることがで
きる。
【０１８５】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されない場
合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行なうことができ
る。
【０１８６】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、
基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報に含ま
れるセルＩＤが異なるように設定することができる。このとき、端末装置は、ＰＤＳＣＨ
アシスト情報で設定されているＣＲＳに関する情報に基づいてＣＲＳ干渉およびＰＤＳＣ
Ｈの干渉をハンドリングし、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨアシスト情報に
基づいて除去したＣＲＳ干渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲＳ干渉を除去する
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ことができる。
【０１８７】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲ
Ｓアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セルＩＤおよびＣＲＳに関する情報
をＰＤＣＣＨアシスト情報に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信
号で、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合
、ＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤ
ＣＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行な
うことができる。つまり、ＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳに関する情報が含めて送信す
る方法の場合、基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する場合には、ＣＲＳアシ
スト情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報を送信する場合は、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報は送信しない、ようにすることができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲ
Ｓ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セルＰＤＣＣＨ情報を設定することができる
。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＣＣＨ情報が設定されている場合、隣接セルＣ
ＲＳ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０１８８】
　基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＣＣＨアシスト情報に
含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすることがで
きる。
【０１８９】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されない場
合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行なうことができ
る。
【０１９０】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、
基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報に含ま
れるセルＩＤが異なるように設定することができる。このとき、端末装置は、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報で設定されているＣＲＳに関する情報に基づいてＣＲＳ干渉およびＰＤＣＣ
Ｈの干渉をハンドリングし、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨアシスト情報に
基づいて除去したＣＲＳ干渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲＳ干渉を除去する
ことができる。
【０１９１】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、Ｃ
ＲＳアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セルＩＤおよびＣＲＳに関する情
報をＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層
の信号で、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されていな
い場合、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＥＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリン
グし、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉
の除去を行なうことができる。つまり、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報にＣＲＳに関する情報
が含めて送信する方法の場合、基地局装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する場合
には、ＣＲＳアシスト情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報を送信する場合は、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報は送信しない、ようにすることができる。すなわち、基地局装
置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報を
設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＥＰＤＣＣＨ情報が設定され
ている場合、隣接セルＣＲＳ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０１９２】
　基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報
に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすることが
できる。
【０１９３】
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　上位層で、ＣＲＳアシスト情報が設定され、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されない
場合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行なうことがで
きる。
【０１９４】
　上位層で、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合
、基地局装置は、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報に
含まれるセルＩＤが異なるように設定することができる。このとき、端末装置は、ＥＰＤ
ＣＣＨアシスト情報で設定されているＣＲＳに関する情報に基づいてＣＲＳ干渉およびＥ
ＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングし、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報に基づいて除去したＣＲＳ干渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲＳ干渉を
除去することができる。
【０１９５】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セルＩＤおよびＰＤＳＣＨに関
する情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上
位層の信号で、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され
ていない場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリ
ングし、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるＰＤＳＣＨに関する情報に基づいて、ＰＤＳ
ＣＨ干渉の除去を行なうことができる。つまり、ＰＤＣＣＨアシスト情報にＰＤＳＣＨに
関する情報が含めて送信する方法の場合、基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信
する場合には、ＰＤＳＣＨアシスト情報は送信しない、また、ＰＤＳＣＨアシスト情報を
送信する場合は、ＰＤＣＣＨアシスト情報は送信しない、ようにすることができる。すな
わち、基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セル
ＰＤＣＣＨ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＣＣＨ
情報が設定されている場合、隣接セルＰＤＳＣＨ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０１９６】
　基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＣＣＨアシスト情
報に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすること
ができる。
【０１９７】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されな
い場合、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ干渉の除去を行な
うことができる。
【０１９８】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されている場
合、基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤとＰＤＳＣＨアシスト情
報に含まれるセルＩＤが異なるように設定することができる。このとき、端末装置は、Ｐ
ＤＣＣＨアシスト情報で設定されているＰＤＳＣＨに関する情報に基づいてＰＤＳＣＨ干
渉およびＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングし、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤ
ＣＣＨアシスト情報に基づいて除去したＰＤＳＣＨ干渉に加え、さらに別の基地局装置か
らのＰＤＳＣＨ干渉を除去することができる。
【０１９９】
　なお、上位層は、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報および前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送
信方法について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報を逆にして
も同様に設定することができる。
【０２００】
　また、上位層は、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法
について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法と同様
に設定することができる。
【０２０１】
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　また、上位層は、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法
について、前記ＰＤＳＣＨアシスト情報と前記ＰＤＣＣＨアシスト情報の送信方法と同様
に設定することができる。
【０２０２】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨ
アシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セル
ＩＤおよびＣＲＳに関する情報をＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣＣＨアシ
スト情報に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信号で、ＰＤＳＣＨ
アシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定され
ていない場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤ
ＳＣＨおよびＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤＳＣＨアシスト情報または
／およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉
の除去を行なうことができる。つまり、ＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報にＣＲＳに関する情報を含めて送信する方法の場合、基地局装置は、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報を送信するときには、ＣＲＳアシスト
情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報を送信する場合は、ＰＤＳＣＨアシスト情
報または／およびＰＤＣＣＨアシスト情報は送信しない、ようにすることができる。すな
わち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セルＰＤ
ＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣＣＨアシスト情報を設定することができる。も
しくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣＣＨアシ
スト情報が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０２０３】
　前記基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＳＣＨアシスト情
報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできる
し、全て異なるものとすることができる。
【０２０４】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨ
アシスト情報が設定されない場合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ
干渉の除去を行なうことができる。
【０２０５】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲ
Ｓアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セル
ＩＤ、ＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含
めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信号で、ＰＤＣＣＨアシスト情報
が設定され、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されていない場合
、ＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤ
ＣＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報に基づ
いて、ＣＲＳおよびＰＤＳＣＨ干渉の除去を行なうことができる。つまり、ＰＤＣＣＨア
シスト情報にＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報を含めて送信する方法の
場合、基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報を送信する場合には、ＣＲＳアシスト情報
およびＰＤＳＣＨアシスト情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣ
Ｈアシスト情報を送信する場合は、ＰＤＣＣＨアシスト情報は送信しない、ようにするこ
とができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報およびＰＤＳＣＨ情報が設定
されていない場合にのみ、ＰＤＣＣＨアシスト情報を設定することができる。もしくは、
基地局装置は、隣接セルＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ
情報およびＰＤＳＣＨ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０２０６】
　前記基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＳＣＨアシスト情
報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできる
し、全て異なるものとすることができる。
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【０２０７】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨ
アシスト情報が設定されない場合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＳＣＨア
シスト情報に基づいて、ＣＲＳおよびＰＤＳＣＨ干渉の除去を行なうことができる。
【０２０８】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲ
Ｓアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されない場合、基地局装置は、セル
ＩＤ、ＣＲＳに関する情報およびＰＤＣＣＨに関する情報をＰＤＣＣＨアシスト情報に含
めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信号で、ＰＤＳＣＨアシスト情報
が設定され、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されていない場合
、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報に含まれるＣＲＳに関する情報およびＰＤＣＣＨに関する情報に基づ
いて、ＣＲＳおよびＰＤＣＣＨ干渉の除去を行なうことができる。つまり、ＰＤＳＣＨア
シスト情報にＣＲＳに関する情報およびＰＤＣＣＨに関する情報を含めて送信する方法の
場合、基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報を送信する場合には、ＣＲＳアシスト情報
およびＰＤＣＣＨアシスト情報は送信しない、また、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報を送信する場合は、ＰＤＳＣＨアシスト情報は送信しない、ようにするこ
とができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報およびＰＤＣＣＨ情報が設定
されていない場合にのみ、ＰＤＳＣＨアシスト情報を設定することができる。もしくは、
基地局装置は、隣接セルＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ
情報およびＰＤＣＣＨ情報は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０２０９】
　前記基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＰＤＣＣＨアシスト情
報およびＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできる
し、全て異なるものとすることができる。
【０２１０】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨ
アシスト情報が設定されない場合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報およびＰＤＣＣＨア
シスト情報に基づいて、ＣＲＳおよびＰＤＣＣＨ干渉の除去を行なうことができる。
【０２１１】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情
報が設定されている場合、基地局装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣ
ＣＨアシスト情報に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤが異なる
ように設定することができる。このとき、端末装置は、ＰＤＳＣＨアシスト情報または／
およびＰＤＣＣＨアシスト情報で設定されているＣＲＳに関する情報に基づいてＣＲＳ干
渉並びにＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣＨの干渉をハンドリングし、ＣＲＳアシスト情報に基
づいて、ＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて除去
したＣＲＳ干渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲＳ干渉を除去することができる
。
【０２１２】
　なお、上述の「ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシス
ト情報の設定に関する送信方法」は、「ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト
情報およびＣＲＳアシスト情報の設定に関する送信方法」、「ＰＤＳＣＨアシスト情報、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報の設定に関する送信方法」、「ＰＤ
ＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報の設定に
関する送信方法」においても、同様に適用することができる。
【０２１３】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報、およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定され
ない場合、基地局装置は、セルＩＤおよびＣＲＳに関する情報をＮＡＩＣＳアシスト情報
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に含めて送信する方法が考えられる。端末装置は、上位層の信号で、ＮＡＩＣＳアシスト
情報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合、ＮＡＩＣＳアシスト情報
に基づいて、ＮＡＩＣＳに関する干渉をハンドリングし、ＮＡＩＣＳアシスト情報に含ま
れるＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行なうことができる。つまり、
ＮＡＩＣＳアシスト情報にＣＲＳに関する情報が含めて送信する方法の場合、基地局装置
は、ＮＡＩＣＳアシスト情報を送信する場合には、ＣＲＳアシスト情報は送信しない、ま
た、ＣＲＳアシスト情報を送信する場合は、ＮＡＩＣＳアシスト情報は送信しない、よう
にすることができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報が設定されていない
場合にのみ、隣接セルＮＡＩＣＳ情報を設定することができる。もしくは、基地局装置は
、隣接セルＮＡＩＣＳ情報が設定されている場合、隣接セルＣＲＳ情報は設定しない（Ｏ
ＦＦにする）。
【０２１４】
　基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤと、ＮＡＩＣＳアシスト情報に
含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすることがで
きる。
【０２１５】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報が設定され、ＮＡＩＣＳアシスト情報が設定されない場
合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉の除去を行なうことができ
る。
【０２１６】
　上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、およびＥＰＤＣＣＨア
シスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、基地局装置は、ＮＡＩＣＳ
アシスト情報に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報に含まれるセルＩＤが異なるよう
に設定することができる。このとき、端末装置は、ＮＡＩＣＳアシスト情報で設定されて
いるＣＲＳに関する情報に基づいてＣＲＳ干渉およびＮＡＩＣＳの干渉をハンドリングし
、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＮＡＩＣＳアシスト情報に基づいて除去したＣＲＳ干
渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲＳ干渉を除去することができる。
【０２１７】
　上位層で、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＣＣＨアシスト情報群が設定され、Ｃ
ＲＳアシスト情報群が設定されない場合、基地局装置は、セルＩＤ、ＣＲＳに関する情報
およびＰＤＳＣＨに関する情報を前記ＰＤＣＣＨアシスト情報群に含めて送信する方法が
考えられる。端末装置は、上位層の信号で、ＰＤＣＣＨアシスト情報群が設定され、ＣＲ
Ｓアシスト情報群が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報群に基づいて、ＰＤ
ＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨに関する干渉をハンドリングし、ＰＤＣＣＨアシスト情報群に
含まれるＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報に基づいて、ＣＲＳおよびＰ
ＤＳＣＨ干渉の除去を行なうことができる。つまり、ＰＤＣＣＨアシスト情報群にＣＲＳ
に関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報が含めて送信する方法の場合、基地局装置は
、ＰＤＣＣＨアシスト情報群を送信する場合には、ＣＲＳアシスト情報群は送信しない、
また、ＣＲＳアシスト情報群を送信する場合は、ＰＤＣＣＨアシスト情報群は送信しない
、ようにすることができる。すなわち、基地局装置は、隣接セルＣＲＳ情報およびＰＤＳ
ＣＨ情報が設定されていない場合にのみ、隣接セルＰＤＣＣＨ情報群を設定することがで
きる。もしくは、基地局装置は、隣接セルＰＤＣＣＨ情報群が設定されている場合、隣接
セルＣＲＳ情報群は設定しない（ＯＦＦにする）。
【０２１８】
　基地局装置は、ＣＲＳアシスト情報群に含まれるセルＩＤと、ＮＡＩＣＳアシスト情報
群に含まれるセルＩＤは、同じものを含めることもできるし、全て異なるものとすること
ができる。
【０２１９】
　上位層で、ＣＲＳアシスト情報群が設定され、ＰＤＣＣＨアシスト情報群が設定されな
い場合、端末装置は、ＣＲＳアシスト情報群に基づいて、ＣＲＳおよびＰＤＳＣＨ干渉の
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除去を行なうことができる。
【０２２０】
　上位層で、ＰＤＣＣＨアシスト情報群およびＣＲＳアシスト情報群が設定されている場
合、基地局装置は、ＰＤＣＣＨアシスト情報群に含まれるセルＩＤとＣＲＳアシスト情報
群に含まれるセルＩＤが異なるように設定することができる。このとき、端末装置は、Ｐ
ＤＣＣＨアシスト情報群で設定されているＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する
情報に基づいてＣＲＳ干渉、ＰＤＳＣＨ干渉、ＰＤＣＣＨ干渉およびＥＰＤＳＣＨの干渉
をハンドリングし、ＣＲＳアシスト情報群に基づいて、ＰＤＣＣＨアシスト情報群に基づ
いて除去したＣＲＳ干渉およびＰＤＳＣＨ干渉に加え、さらに別の基地局装置からのＣＲ
Ｓ干渉およびＰＤＳＣＨ干渉を除去することができる。なお、上記では、ＰＤＳＣＨアシ
スト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情
報を、ＰＤＣＣＨアシスト情報群とＣＲＳアシスト情報群とにグループ分けしたが、ＰＤ
ＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報とＥＰＤＣＣＨ
アシスト情報にグループ分けすることもできる。
【０２２１】
　スケジューリング部１０１２は、物理チャネル（PDSCHおよびPUSCH）を割り当てる周波
数およびサブフレーム、物理チャネル（PDSCHおよびPUSCH）の符号化率および変調方式（
あるいはMCS）および送信電力などを決定する。スケジューリング部１０１２は、決定し
た情報を制御部１０２に出力する。
【０２２２】
　スケジューリング部１０１２は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（PDSC
HおよびPUSCH）のスケジューリングに用いられる情報を生成する。スケジューリング部１
０１２は、生成した情報を制御部１０２に出力する。本実施形態では、一例として、スケ
ジューリング部１０１２は、端末装置２Ａおよび端末装置２Ｂを同じリソースにスケジュ
ーリングする。なお、本実施形態では簡単のため、同じリソースとしたが、異なるリソー
スにスケジューリングしても良い。なお、基地局装置１Ｂと協調してスケジューリングす
ることもできる。
【０２２３】
　制御部１０２は、上位層処理部１０１から入力された情報に基づいて、送信部１０３お
よび受信部１０４の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０２は、上位層処理部１
０１から入力された情報に基づいて、下りリンク制御情報を生成し、送信部１０３に出力
する。
【０２２４】
　送信部１０３は、制御部１０２から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、および、下りリンクデータを、符号化および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、Ｅ
ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ１０５
を介して端末装置２に信号を送信する。
【０２２５】
　符号化部１０３１は、上位層処理部１０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳み込み符号化、ター
ボ符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制
御部１０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部１０３２は、符号化
部１０３１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、Ｑ
ＰＳＫ（quadrature Phase Shift Keying）、１６ＱＡＭ（quadrature amplitude modula
tion）、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定められた、または無線リソース制御部１０
１１が決定した変調方式で変調する。
【０２２６】
　下りリンク参照信号生成部１０３３は、基地局装置１Ａを識別するための物理セル識別
子（PCI、セルID）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置２が既知の系列を



(36) JP WO2016/021494 A1 2016.2.11

10

20

30

40

50

下りリンク参照信号として生成する。
【０２２７】
　多重部１０３４は、変調された各チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照
信号と下りリンク制御情報とを多重する。つまり、多重部１０３４は、変調された各チャ
ネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号と下りリンク制御情報とをリソース
エレメントに配置する。
【０２２８】
　無線送信部１０３５は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）してＯＦＤＭシンボルを生成し、ＯＦＤＭシンボルにサ
イクリックプレフィックス（cyclic prefix: CP）を付加してベースバンドのディジタル
信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、フィルタリング
により余分な周波数成分を除去し、搬送周波数にアップコンバートし、電力増幅し、送受
信アンテナ１０５に出力して送信する。
【０２２９】
　受信部１０４は、制御部１０２から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
５を介して端末装置２から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部１０１に出力する。
【０２３０】
　無線受信部１０４１は、送受信アンテナ１０５を介して受信された上りリンクの信号を
、ダウンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号
レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および
直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換
する。
【０２３１】
　無線受信部１０４１は、変換したディジタル信号からＣＰに相当する部分を除去する。
無線受信部１０４１は、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier T
ransform: FFT）を行ない、周波数領域の信号を抽出し多重分離部１０４２に出力する。
【０２３２】
　多重分離部１０４２は、無線受信部１０４１から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。なお、この分離は、予め基地局装置１
Ａが無線リソース制御部１０１１で決定し、各端末装置２に通知した上りリンクグラント
に含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。
【０２３３】
　また、多重分離部１０４２は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また
、多重分離部１０４２は、上りリンク参照信号を分離する。
【０２３４】
　復調部１０４３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定
められた、または自装置が端末装置２各々に上りリンクグラントで予め通知した変調方式
を用いて受信信号の復調を行なう。
【０２３５】
　復号部１０４４は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の、予め定められた、または自装置が端末装置２に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号部１０４４は、
上位層処理部１０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、復
調された符号化ビットを用いて復号を行なう。
【０２３６】
　図３は、本実施形態における端末装置２の構成を示す概略ブロック図である。図３に示
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すように、端末装置２は、上位層処理部２０１、制御部２０２、送信部２０３、受信部２
０４、チャネル状態情報生成部２０５と送受信アンテナ２０６を含んで構成される。また
、上位層処理部２０１は、無線リソース制御部２０１１、スケジューリング情報解釈部２
０１２を含んで構成される。また、送信部２０３は、符号化部２０３１、変調部２０３２
、上りリンク参照信号生成部２０３３、多重部２０３４、無線送信部２０３５を含んで構
成される。また、受信部２０４は、無線受信部２０４１、多重分離部２０４２、信号検出
部２０４３を含んで構成される。
【０２３７】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等によって生成された上りリンクデータ（トラン
スポートブロック）を、送信部２０３に出力する。また、上位層処理部２０１は、媒体ア
クセス制御（Medium Access Control: MAC）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet
 Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）
層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０２３８】
　無線リソース制御部２０１１は、自端末装置の各種設定情報の管理をする。また、無線
リソース制御部２０１１は、上りリンクの各チャネルに配置される情報を生成し、送信部
２０３に出力する。
【０２３９】
　無線リソース制御部２０１１は、基地局装置から送信されたＣＳＩフィードバックに関
する設定情報を取得し、制御部２０２に出力する。
【０２４０】
　スケジューリング情報解釈部２０１２は、受信部２０４を介して受信した下りリンク制
御情報を解釈し、スケジューリング情報を判定する。また、スケジューリング情報解釈部
２０１２は、スケジューリング情報に基づき、受信部２０４、および送信部２０３の制御
を行なうために制御情報を生成し、制御部２０２に出力する。
【０２４１】
　制御部２０２は、上位層処理部２０１から入力された情報に基づいて、受信部２０４、
チャネル状態情報生成部２０５および送信部２０３の制御を行なう制御信号を生成する。
制御部２０２は、生成した制御信号を受信部２０４、チャネル状態情報生成部２０５およ
び送信部２０３に出力して受信部２０４、および送信部２０３の制御を行なう。
【０２４２】
　制御部２０２は、チャネル状態情報生成部２０５が生成したＣＳＩを基地局装置に送信
するように送信部２０３を制御する。
【０２４３】
　受信部２０４は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２０
６を介して基地局装置１Ａから受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報
を上位層処理部２０１に出力する。受信部２０４は、受信信号に含まれる、基地局装置１
Ａに対応する参照信号（第１の参照信号とも呼ぶ）と、基地局装置１Ａから設定された干
渉情報に基づく参照信号（第２の参照信号とも呼ぶ）を受信し、チャネル状態情報生成部
２０５に出力する。
【０２４４】
　無線受信部２０４１は、送受信アンテナ２０６を介して受信した下りリンクの信号を、
ダウンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号レ
ベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交
成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する
。
【０２４５】
　また、無線受信部２０４１は、変換したディジタル信号からＣＰに相当する部分を除去
し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行ない、周波数領域の信号を抽出す
る。
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【０２４６】
　多重分離部２０４２は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部２０４２は
、チャネル測定から得られた所望信号のチャネルの推定値に基づいて、ＰＨＩＣＨ、ＰＤ
ＣＣＨ、およびＥＰＤＣＣＨのチャネルの補償を行ない、下りリンク制御情報を検出し、
制御部２０２に出力する。また、制御部２０２は、ＰＤＳＣＨおよび所望信号のチャネル
推定値を信号検出部２０４３に出力する。
【０２４７】
　信号検出部２０４３は、ＰＤＳＣＨ、チャネル推定値を用いて、信号検出し、上位層処
理部２０１に出力する。上位層で、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、
ＥＰＤＣＣＨアシスト情報、ＣＲＳアシスト情報の少なくともいずれか１つが設定されて
いる場合、干渉信号の除去または抑圧を行なって、信号検出する。干渉信号の除去または
抑圧としては、例えば、干渉信号のチャネル推定値を考慮する線形検出や、干渉信号のチ
ャネル推定値や変調方式を考慮する干渉キャンセルまたは最尤検出を行なう。
【０２４８】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が
設定されている場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれる
セルＩＤと関連付けられたＣＲＳアシスト情報に基づいて、干渉チャネルの推定および／
または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＳＣＨアシスト情報で複数の
値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉信号に設定されて
いる値をブラインド検出する。また、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報
で設定されていないパラメータは、システムで設定される可能性のある値を候補とし、干
渉信号に設定されている値をブラインド検出する。信号検出部２０４３は、検出したパラ
メータを用いてＰＤＳＣＨの干渉除去または抑圧をすることができる。また、ＣＲＳアシ
スト情報に基づいて、ＣＲＳの干渉除去をすることができる。
【０２４９】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシスト
情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、干渉信号のチャネル
推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＳＣＨアシスト
情報で複数の値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉信号
に設定されている値をブラインド検出する。ＰＤＳＣＨアシスト情報で設定されていない
パラメータは、ブラインド検出する。また、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合
であっても、ＰＤＳＣＨアシスト情報に含まれているＣＲＳに関する情報に基づいて、Ｃ
ＲＳ干渉を除去する。
【０２５０】
　信号検出部２０４３は、上位層でＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシスト
情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨの干渉除去または抑圧は行なわず、ＣＲＳアシ
スト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去する。
【０２５１】
　なお、前記信号検出部２０４３は、上記「ＰＤＳＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情
報の設定の有無による干渉除去処理」を、「ＰＤＣＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情
報の設定に基づく干渉除去処理」、「ＥＰＤＣＣＨアシスト情報とＣＲＳアシスト情報の
設定に基づく干渉除去処理」においても、同様に適用することができる。
【０２５２】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨアシスト情
報が設定されている場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含ま
れるセルＩＤと関連付けられたＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、干渉チャネルの推定
および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＣＣＨアシスト情報
で複数の値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉信号に設
定されている値をブラインド検出する。また、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＰＤＳＣＨ
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アシスト情報で設定されていないパラメータは、システムで設定される可能性のある値を
候補とし、干渉信号に設定されている値をブラインド検出する。信号検出部２０４３は、
検出したパラメータを用いてＰＤＣＣＨの干渉除去または抑圧をすることができる。また
、ＰＤＳＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨの干渉除去をすることができる。
【０２５３】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシ
スト情報が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、干渉信号のチャ
ネル推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＣＣＨアシ
スト情報で複数の値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉
信号に設定されている値をブラインド検出する。ＰＤＣＣＨアシスト情報で設定されてい
ないパラメータは、ブラインド検出する。また、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されてい
ない場合であっても、ＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれているＰＤＳＣＨに関する情報に
基づいて、ＣＲＳ干渉を除去する。
【０２５４】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨの干渉除去または抑圧は行なわず、ＰＤＳ
ＣＨアシスト情報に基づいて、ＰＤＳＣＨ干渉を除去する。
【０２５５】
　なお、前記信号検出部２０４３は、上記「ＰＤＣＣＨアシスト情報とＰＤＳＣＨアシス
ト情報の設定の有無による干渉除去処理」を、ＰＤＣＣＨアシスト情報とＰＤＳＣＨアシ
スト情報とを入れ替えても、同様に適用することができる。
【０２５６】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報お
よびＣＲＳアシスト情報が設定されている場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報または／および
ＰＤＳＣＨアシスト情報並びにＰＤＳＣＨアシスト情報または／およびＰＤＳＣＨアシス
ト情報に含まれるセルＩＤと関連付けられたＣＲＳアシスト情報に基づいて、干渉チャネ
ルの推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＳＣＨアシ
スト情報または／およびＰＤＳＣＨアシスト情報で複数の値が設定されているパラメータ
については、複数の値を候補とし、干渉信号に設定されている値をブラインド検出する。
また、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報で設
定されていないパラメータは、システムで設定される可能性のある値を候補とし、干渉信
号に設定されている値をブラインド検出する。信号検出部２０４３は、検出したパラメー
タを用いてＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨの干渉除去または抑圧をすることができる。また、Ｃ
ＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳの干渉除去をすることができる。
【０２５７】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシスト情
報が設定され、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報お
よびＰＤＣＣＨアシスト情報に基づいて、干渉信号のチャネル推定および／または干渉信
号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＰＤＣＣＨアシ
スト情報で複数の値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉
信号に設定されている値をブラインド検出する。ＰＤＳＣＨアシスト情報または／および
ＰＤＣＣＨアシスト情報で設定されていないパラメータは、ブラインド検出する。また、
ＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合であっても、ＰＤＳＣＨアシスト情報または
／およびＰＤＣＣＨアシスト情報に含まれているＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ
干渉を除去する。
【０２５８】
　信号検出部２０４３は、上位層でＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシスト
情報およびＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨおよびＰＤＣＣ
Ｈの干渉除去または抑圧は行なわず、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去
する。
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【０２５９】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＳＣＨアシ
スト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報に
基づいて、干渉信号のチャネル推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを
検出する。ＰＤＣＣＨアシスト情報で複数の値が設定されているパラメータについては、
複数の値を候補とし、干渉信号に設定されている値をブラインド検出する。ＰＤＣＣＨア
シスト情報で設定されていないパラメータは、ブラインド検出する。また、ＰＤＳＣＨア
シスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合であっても、ＰＤＣＣＨア
シスト情報に含まれているＣＲＳに関する情報およびＰＤＳＣＨに関する情報に基づいて
、ＣＲＳ干渉およびＰＤＳＣＨ干渉を除去する。
【０２６０】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が
設定され、ＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨの干渉除去また
は抑圧は行なわず、ＰＤＳＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＰＤ
ＳＣＨ干渉およびＣＲＳ干渉を除去する。
【０２６１】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＳＣＨアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨアシ
スト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨアシスト情報に
基づいて、干渉信号のチャネル推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを
検出する。ＰＤＳＣＨアシスト情報で複数の値が設定されているパラメータについては、
複数の値を候補とし、干渉信号に設定されている値をブラインド検出する。ＰＤＳＣＨア
シスト情報で設定されていないパラメータは、ブラインド検出する。また、ＰＤＣＣＨア
シスト情報およびＣＲＳアシスト情報が設定されていない場合であっても、ＰＤＳＣＨア
シスト情報に含まれているＣＲＳに関する情報およびＰＤＣＣＨに関する情報に基づいて
、ＣＲＳ干渉およびＰＤＣＣＨ干渉を除去する。
【０２６２】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報が
設定され、ＰＤＳＣＨアシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＳＣＨの干渉除去また
は抑圧は行なわず、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＰＤ
ＣＣＨ干渉およびＣＲＳ干渉を除去する。
【０２６３】
　なお、前記信号検出部２０４３は、上記「ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報およびＣＲＳアシスト情報の設定の有無による干渉除去処理」を、「ＰＤＣＣＨア
シスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報の設定の有無による干
渉除去処理」、「ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報およびＣＲＳアシ
スト情報の設定に基づく干渉除去処理」、「ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報の設定に基づく干渉除去処理」においても、同様
に適用することができる。
【０２６４】
　信号検出部２０４３は、上位層でＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト
情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシ
スト情報が設定されている場合、ＮＡＩＣＳアシスト情報いずれかに含まれるセルＩＤと
関連付けられたＣＲＳアシスト情報に基づいて、干渉チャネルの推定および／または干渉
信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＮＡＩＣＳアシスト情報で複数の値が設定さ
れているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉信号に設定されている値をブ
ラインド検出する。また、ＮＡＩＣＳアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報で設定され
ていないパラメータは、システムで設定される可能性のある値を候補とし、干渉信号に設
定されている値をブラインド検出する。信号検出部２０４３は、検出したパラメータを用
いてＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨの干渉除去または抑圧をすることができる。
また、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳの干渉除去をすることができる。
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【０２６５】
　信号検出部２０４３は、上位層でＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト
情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定され、ＣＲＳアシ
スト情報が設定されていない場合、ＮＡＩＣＳアシスト情報に基づいて、干渉信号のチャ
ネル推定および／または干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＮＡＩＣＳアシ
スト情報で複数の値が設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉
信号に設定されている値をブラインド検出する。ＮＡＩＣＳアシスト情報で設定されてい
ないパラメータは、ブラインド検出する。また、ＣＲＳアシスト情報が設定されていない
場合であっても、ＮＡＩＣＳアシスト情報のいずれかに含まれているＣＲＳに関する情報
に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去する。
【０２６６】
　信号検出部２０４３は、上位層でＣＲＳアシスト情報が設定されＰＤＳＣＨアシスト情
報、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＣＣＨアシスト情報が設定されていない場合、
ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉のみを除去する。
【０２６７】
　信号検出部２０４３は、上位層でＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＳＣＨアシスト情報（一部に
CRSアシスト情報およびPDSCHアシスト情報を含む）が設定され、ＰＤＳＣＨおよびＣＲＳ
アシスト情報が設定されていない場合、ＰＤＣＣＨアシスト情報およびＥＰＤＳＣＨアシ
スト情報（PDCCHアシスト情報群）に基づいて、干渉信号のチャネル推定および／または
干渉信号の復調に必要なパラメータを検出する。ＰＤＣＣＨアシスト情報群で複数の値が
設定されているパラメータについては、複数の値を候補とし、干渉信号に設定されている
値をブラインド検出する。ＰＤＣＣＨアシスト情報群で設定されていないパラメータは、
ブラインド検出する。また、ＣＲＳアシスト情報または／およびＰＤＳＣＨアシスト情報
が設定されていない場合であっても、ＰＤＣＣＨアシスト情報群のいずれかに含まれてい
るＣＲＳに関する情報に基づいて、ＣＲＳ干渉を除去する。
【０２６８】
　信号検出部２０４３は、上位層でＣＲＳアシスト情報が設定され、ＰＤＣＣＨアシスト
情報群が設定されていない場合、ＣＲＳアシスト情報に基づいて、ＣＲＳ干渉のみを除去
する。なお、上記では、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報、ＥＰＤＣＣ
Ｈアシスト情報およびＣＲＳアシスト情報を、ＰＤＣＣＨアシスト情報群とＣＲＳアシス
ト情報群とにグループ分けしたが、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシスト情報お
よびＣＲＳアシスト情報とＥＰＤＣＣＨアシスト情報にグループ分けすることもできる。
【０２６９】
　上記の通り、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨア
シスト情報、ＥＰＤＣＣＨアシスト情報が含まれ得る。信号検出部２０４３は、前記ＮＡ
ＩＣＳアシスト情報に含まれないアシスト情報は想定せず、信号検出をすることができる
。例えば、ＮＡＩＣＳアシスト情報として、ＰＤＳＣＨアシスト情報、ＰＤＣＣＨアシス
ト情報が含まれる場合、信号検出部２０４３は、ＮＡＩＣＳアシスト情報に含まれないＥ
ＰＤＣＣＨアシスト情報を想定せずに、干渉除去をすることができる。
【０２７０】
　送信部２０３は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部２０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ２０６を介して基地局装置１Ａに送信する。
【０２７１】
　符号化部２０３１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報を畳み込
み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。また、符号化部２０３１は、ＰＵＳＣＨ
のスケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【０２７２】
　変調部２０３２は、符号化部２０３１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
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Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。
【０２７３】
　上りリンク参照信号生成部２０３３は、基地局装置１Ａを識別するための物理セル識別
子（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称される）、上りリンク参照信号を配
置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケン
スの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を
生成する。
【０２７４】
　多重部２０３４は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT
）する。また、多重部２０３４は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク
参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部２０３４は、ＰＵＣＣＨと
ＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソースエレ
メントに配置する。
【０２７５】
　無線送信部２０３５は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行ない、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
を生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタ
ル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、余分な周波数
成分を除去し、アップコンバートにより搬送周波数に変換し、電力増幅し、送受信アンテ
ナ２０６に出力して送信する。
【０２７６】
　なお、本発明に係る基地局装置および端末装置で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ROM、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば
、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディス
ク等）等のいずれであっても良い。また、ロードしたプログラムを実行することにより、
上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペ
レーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理するこ
とにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０２７７】
　また、市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させ
たり、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送し
たりすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。
また、上述した実施形態における端末装置および基地局装置の一部、または全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現しても良い。受信装置の各機能ブロックは個別にチ
ップ化しても良いし、一部、または全部を集積してチップ化しても良い。各機能ブロック
を集積回路化した場合に、それらを制御する集積回路制御部が付加される。
【０２７８】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現して
も良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場
合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０２７９】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。本願発明の端末装置は、
移動局装置への適用に限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または
非可動型の電子機器、例えば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オ



(43) JP WO2016/021494 A1 2016.2.11

10

20

30

40

フィス機器、自動販売機、その他生活機器などに適用できることは言うまでもない。
【０２８０】
　以上、この発明の実施形態を、図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実
施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も請求の範囲
に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２８１】
　本発明は、基地局装置、端末装置および集積回路に用いて好適である。
【０２８２】
　なお、本国際出願は、２０１４年８月７日に出願した日本国特許出願第２０１４－１６
０９７２号に基づく優先権を主張するものであり、日本国特許出願第２０１４－１６０９
７２号の全内容を本国際出願に援用する。
【符号の説明】
【０２８３】
１Ａ、１Ｂ　基地局装置
２Ａ、２Ｂ、２Ｃ　端末装置
１０１　上位層処理部
１０２　制御部
１０３　送信部
１０４　受信部
１０５　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１２　スケジューリング部
１０３１　符号化部
１０３２　変調部
１０３３　下りリンク参照信号生成部
１０３４　多重部
１０３５　無線送信部
１０４１　無線受信部
１０４２　多重分離部
１０４３　復調部
１０４４　復号部
２０１　上位層処理部
２０２　制御部
２０３　送信部
２０４　受信部
２０５　チャネル状態情報生成部
２０６　送受信アンテナ
２０１１　無線リソース制御部
２０１２　スケジューリング情報解釈部
２０３１　符号化部
２０３２　変調部
２０３３　上りリンク参照信号生成部
２０３４　多重部
２０３５　無線送信部
２０４１　無線受信部
２０４２　多重分離部
２０４３　信号検出部
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